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功
績
を
讃
え
て

文化賞
科学部門（天文）

佐野　康男さん（58歳）

さ　　 の や　 す 　お

　

名
寄
市
文
化
賞
条
例
に
基
づ
き
、
名
寄
市
の
文
化(
芸
術･

科
学･

産
業･

体
育･

福
祉)

の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る｢

文
化
賞｣

と
、
名
寄
市
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
市
勢
の
発
展
に
寄
与
し
た

方
に
贈
ら
れ
る｢

功
労
表
彰｣｢

栄
誉
賞｣

の
平
成
30
年
度
受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
い
ず
れ
も
11
月
３
日
(土)
の｢

文
化
の
日｣

に
行
わ
れ
ま
す
。

　

昭
和
53
年
に
名
寄
市
の
職
員
と
し
て

採
用
。
私
設
で
あ
っ
た
木
原
天
文
台
が

市
へ
寄
贈
さ
れ
、
名
寄
市
立
木
原
天
文

台
と
し
て
開
台
し
て
ま
も
な
く
、
専
門

の
技
師
と
し
て
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
文
に
関
す
る
学
び
を
市
民
へ
提
供

す
る
ほ
か
、
自
身
も
研
究
や
観
測
を
続

け
、
平
成
９
年
に
は
道
内
観
測
地
初
国

内
８
人
目
の
超
新
星
発
見
を
成
し
遂
げ

ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
平
成
14
年
に

も
超
新
星
を
発
見
し
た
こ
と
に
加
え
、
市

内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
愛
好
者
の
サ
ー

ク
ル｢

天
斗
夢
視｣

を
主
宰
す
る
な
ど
、自

身
の
研
究
や
観
測
の
み
な
ら
ず
天
文
学

の
普
及
活
動
に
情
熱
を
注
い
で
き
た
功

績
が
讃
え
ら
れ
、
平
成
16
年
に
当
市
の

文
化
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
に
も
超
新
星
の
独

立
発
見
に
成
功
し
、
３
個
以
上
の
超
新

星
発
見
者
は
全
国
で
11
人
し
か
お
ら
ず
、

こ
れ
ら
の
輝
か
し
い
実
績
を
積
み
重
ね

る
た
び
に
、
天
体
観
測
地
と
し
て
の
名

寄
市
の
名
を
全
国
に
発
信
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

平
成
22
年
に
な
よ
ろ
市
立
天
文
台｢

き

た
す
ば
る｣

が
開
台
し
た
際
に
は
、
引
き

続
き
当
台
の
業
務
係
長
と
し
て
配
属
さ

れ
、
平
成
26
年
か
ら
退
職
さ
れ
る
平
成
28

年
ま
で
は
天
文
台
長
の
職
に
就
か
れ
ま

し
た
。天
文
台
で
の
業
務
で
も
、趣
味
の

音
楽
と
天
文
を
融
合
さ
せ
、
プ
ロ
や
ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
を
招
い
た
コ
ン
サ
ー

ト
を
積
極
的
に
開
催
す
る
な
ど
、
天
体

観
測
や
研
究
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
や

全
国
の
天
体
観
測
者
か
ら
親
し
ま
れ
る

天
文
台
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た｢

き
た
す
ば
る｣

が
開
台
し
た
際

に
、
北
海
道
大
学
大
学
院
か
ら
理
学
研

究
院
宇
宙
観
測
基
礎
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

研
究
員
に
も
任
命
さ
れ
て
お
り
、
名
寄

市
職
員
を
退
職
さ
れ
た
現
在
も
、
北
海

道
大
学
と
名
寄
市
の
橋
渡
し
役
を
務
め

な
が
ら
、
国
内
外
の
他
の
研
究
者
と
研

究
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
永
き
に
渡
り
名
寄
市

の
天
文
分
野
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回

の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。
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功績を讃えて

梅
野　

博
さ
ん
（
72
歳
）

　

名
寄
市
教
育
委
員
会
委
員　

平
成
12
年
10
月
１
日

　

～
平
成
18
年
３
月
26
日
、
同
会
委
員
長　

平
成
18

　

年
３
月
27
日
～
平
成
30
年
５
月
15
日

沖
澤　

章
さ
ん
（
61
歳
）

　

名
寄
消
防
団
第
２
分
団
団
員　

昭
和
63
年
４
月
１

　

日
～
平
成
21
年
３
月
31
日
、
同
団
第
２
分
団
班
長

　

平
成
21
年
４
月
１
日
～
現
在

宮
下　

陽
一
さ
ん
（
52
歳
）

　

名
寄
消
防
団
第
３
分
団
団
員　

昭
和
63
年
４
月
１

　

日
～
平
成
17
年
３
月
31
日
、
同
団
第
３
分
団
班
長

　

平
成
17
年
４
月
１
日
～
現
在

中
尾　

公
一
さ
ん
（
58
歳
）

　

風
連
消
防
団
第
１
分
団
団
員　

昭
和
63
年
６
月
20

　

日
～
平
成
20
年
３
月
31
日
、
同
団
第
１
分
団
班
長

　

平
成
20
年
４
月
１
日
～
現
在

松
前　

衛
さ
ん
（
59
歳
）

　

名
寄
市
財
産
管
理
委
員
会
委
員　

平
成
18
年
８
月

　

１
日
～
現
在

中
野　

寿
子
さ
ん
（
58
歳
）

　

名
寄
市
財
産
管
理
委
員
会
委
員　

平
成
18
年
８
月

　

１
日
～
現
在

柴
崎　

富
雄
さ
ん
（
69
歳
）

　

名
寄
市
財
産
管
理
委
員
会
委
員　

平
成
18
年
８
月

　

１
日
～
現
在

中
川　

章
夫
さ
ん
（
67
歳
）

　

名
寄
市
財
産
管
理
委
員
会
委
員　

平
成
18
年
８
月

　

１
日
～
現
在

新
田　

一
弘
さ
ん
（
72
歳
）

　

名
寄
市
財
産
管
理
委
員
会
委
員　

平
成
18
年
８
月

　

１
日
～
平
成
30
年
７
月
31
日

田
中　

哲
男
さ
ん
（
77
歳
）

　

名
寄
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員　

平
成
18
年
５
月

　

１
日
～
平
成
30
年
４
月
30
日

古
瀨　

登
美
子
さ
ん
（
61
歳
）

　

名
寄
市
外
２
組
合
公
平
委
員
会
委
員　

平
成
18
年

　

５
月
16
日
～
平
成
28
年
５
月
15
日
、
同
会
委
員
長

　

平
成
28
年
５
月
16
日
～
平
成
30
年
５
月
15
日
、
同

　

委
員　

平
成
30
年
５
月
16
日
～
現
在

石
川　

百
合
さ
ん
（
85
歳
）

　

名
寄
市
芸
能
赤
十
字
奉
仕
団
理
事　

昭
和
48
年
７

　

月
30
日
～
現
在
、
同
団
会
計　

昭
和
63
年
６
月
25

　

日
～
現
在

田
原　

直
子
さ
ん
（
80
歳
）

　

名
寄
市
点
訳
赤
十
字
奉
仕
団
書
記　

昭
和
61
年
４

　

月
１
日
～
平
成
９
年
３
月
31
日
、
同
団
副
委
員
長

　

平
成
９
年
４
月
１
日
～
平
成
21
年
３
月
31
日
、
同

　

団
委
員
長　

平
成
21
年
４
月
１
日
～
平
成
29
年
３

　

月
31
日

髙
橋　

克
已
さ
ん
（
72
歳
）

　

名
寄
市
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
赤
十
字
奉
仕
団
総
務

　

部
長　

平
成
４
年
10
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31

　

日
、
同
団
副
委
員
長　

平
成
30
年
４
月
１
日
～
現

　

在
石
倉　

護
士
さ
ん
（
79
歳
）

　

名
寄
市
環
境
衛
生
推
進
員
協
議
会
理
事　

平
成
13

　

年
４
月
～
現
在

込
山　

喜
則
さ
ん
（
64
歳
）

　

風
連
商
工
会
理
事　

平
成
12
年
５
月
～
現
在

高
橋　

能
朗
さ
ん
（
69
歳
）

　

風
連
商
工
会
理
事　

昭
和
63
年
５
月
～
平
成
12
年

　

４
月
、
同
会
副
会
長　

平
成
12
年
５
月
～
平
成
15

　

年
４
月
、
同
会
理
事　

平
成
15
年
５
月
～
平
成
24

　

年
４
月
、
同
会
副
会
長　

平
成
24
年
５
月
～
現
在

横
山　

嚴
さ
ん
（
57
歳
）

　

名
寄
農
業
青
色
申
告
会
役
員　

平
成
14
年
１
月
～

　

平
成
20
年
１
月
、
同
会
長　

平
成
20
年
１
月
～
平

　

成
30
年
１
月
、
名
寄
市
モ
チ
生
産
組
合
副
会
長　

　

平
成
14
年
３
月
～
平
成
19
年
３
月
、
同
組
合
会
長

　

平
成
19
年
３
月
～
平
成
23
年
３
月

水
間　

健
詞
さ
ん
（
50
歳
）

　

名
寄
市
農
業
委
員
会
委
員　

平
成
18
年
７
月
20
日

　

～
現
在

楢
山　

秀
明
さ
ん
（
67
歳
）

　

名
寄
市
勤
労
者
共
済
会
理
事　

平
成
８
年
４
月
１

　

日
～
平
成
20
年
３
月
31
日
、
同
会
副
理
事
長　

平

　

成
20
年
４
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日
、
同
会

　

理
事
長　

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成
28
年
３
月

31
日
、
同
会
幹
事　

平
成
28
年
４
月
１
日
～
現
在

山
中　

政
信
さ
ん
（
77
歳
）

　

名
寄
市
文
化
財
審
議
会
委
員　

平
成
18
年
４
月
～

　

現
在

髙
橋　

浩
一
さ
ん
（
66
歳
）

　

名
寄
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員　

平
成
18
年
４
月
１

　

日
～
現
在

谷
井　

八
重
子
さ
ん
（
65
歳
）

　

名
寄
市
博
物
館
協
議
会
委
員　

平
成
18
年
４
月
～

　

現
在

高
橋　

覚
さ
ん
（
72
歳
）

　

第
３
区
町
内
会
長　

平
成
15
年
４
月
～
現
在

東
12
区
町
内
会
（
林　

久
司
会
長
）

特
に
水
害
に
係
る
避
難
対
策
の
取
り
組
み
で
は
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
お
よ
び
町
内
会
で
の
自
主

防
災
訓
練
の
実
施
、
さ
ら
に
は
、
名
寄
市
防
災
訓

練
に
参
加
し
、
自
ら
の
町
内
会
が
抱
え
る
課
題
を

見
つ
け
改
善
策
を
講
じ
る
な
ど
、
防
災
住
民
運
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

麻
生
区
町
内
会
女
性
部(

佐
藤　

惇
子
部
長)

平
成
23
年
東
日
本
大
震
災
発
生
以
降
、
毎
年
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
手
編
み
の
膝
掛
け
や
靴

下
な
ど
を
１
年
か
け
て
作
製
し
、
被
災
地
支
援
と

し
て
、
交
流
の
あ
る
南
相
馬
市
の
高
齢
者
施
設
や

仮
設
住
宅
の
入
居
者
に
送
り
続
け
て
い
る
。

寒
河
江　

瑞
希
さ
ん
（
16
歳
）

第
30
回
全
国
高
校
生
銃
剣
道
大
会[

高
校
生
女
子
の

部]

【
優
勝
】

谷　

武
蔵
さ
ん
（
11
歳
）

　

平
成
30
年
度
全
日
本
少
年
少
女
武
道(

銃
剣
道)

錬

　

成
大
会[

小
学
５
年
生
の
部]

【
優
勝
】

石
山　

梨
花
さ
ん
（
11
歳
）

　

平
成
30
年
度
全
日
本
少
年
少
女
武
道(

銃
剣
道)

錬

　

成
大
会[

小
学
５･

６
年
女
子
の
部]

【
優
勝
】

内
田　

伸
明
さ
ん
（
25
歳
）

　

第
54
回
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
日
本
選
手
権
大
会[

一
般
銃

　

の
部
4.5
km]

【
優
勝
】

寺
島　

瑛
介
さ
ん
（
19
歳
）

　

第
67
回
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
ア
ル
ペ
ン[

男
子
回

　

転]

【
準
優
勝
】

名
寄
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

(

佐
々
木
穂
香･

松
澤
弥
子･

酒
井
桃
花･

三
浦

由
唯
菜･

松
永
愛
唯)

　

第
26
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　

優
勝
、
２
０
１
８
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
カ
ー
リ
ン
グ

　

選
手
権
大
会　

出
場

栄
誉
賞

功
労
表
彰

　
自
治
功
労

お

き

ざ

わ

あ
き
ら

み

や

し

た

よ

う

い

ち

な

か

お

こ

う

い

ち

ま

つ

ま

え

ま
も
る

な

か

の

ひ

さ

こ

し

ば

ざ

き

と

み

お

な

か

が

わ

あ

き

お

に

っ

た

か

ず

ひ

ろ

た

な

か

て

つ

お

ふ

る

せ

と

み

こ

　
社
会
福
祉
功
労

い

し

か

わ

ゆ

り

た

は

ら

な

お

こ

た

か

は

し

か

つ

み

　
保
健
衛
生
功
労

い

し

く

ら

も

り

お

　
産
業
経
済
功
労

こ

み

や

ま

よ

し

の

り

た

か

は

し

よ

し

ろ

う

よ

こ

や

ま

い
わ
お

　
労
働
功
労

　
教
育
文
化
功
労

　
住
民
運
動
実
践
功
労

み

ず

ま

け

ん

じ

な

ら

や

ま

ひ

で

あ

き

や

ま

な

か

ま

さ

の

ぶ

た

か

は

し

こ

う

い

ち

た

に

い

や

え

こ

う

め

の

ひ
ろ
し

た

か

は

し

さ
と
る

は
や
し

ひ

さ

じ

あ

つ

こ

さ

と

う

さ

が

え

み

ず

き

た
に

む
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平成29年度の決算がまとまり、平成30年第３回市議会定例会で認定されました。

今回の特集では、平成29年度の決算概要と今後の市の財政運営の課題についてお知らせします。

◆問い合わせ

財政課財政係（名寄庁舎３階）　01654③2111（内線3331・3332）

一般会計　教育や福祉など市民サービスを行う｢行政運営の基本的となる会計｣です。

道支出金

13億9,897万5,000円

諸収入

10億1,569万4,000円

軽自動車税　　　　  7,143万円
市たばこ税　2億3,419万1,000円
都市計画税　1億6,739万6,000円

歳入　226億 3,067 万 6,000 円

地方交付税　どの地域に住む住民にも一定の行政サービスを提供でき

るように国から交付されるお金です。

市債　　　　主に公共施設整備のための長期の借金です。

市税 　所得などに応じて市民の皆さまに納めていただいている

税金で、市民税(個人・法人)、固定資産税、軽自動車税、

市たばこ税、都市計画税の５つがあります。納めていた

だいた税金については、市の多くの事業に活用させてい

ただいております。

市 税

30億8,144万

6,000円

地方交付税

89億4,367万1,000円

国庫支出金

22億956万

7,000円

市 債

31億830万円

その他

28億7,302万

3,000円

市民税

14億9,840万

6,000円

固定資産税

11億1,002万

3,000円

歳出　221億 4,798 万 7,000 円

農林業費

9億3,167万

4,000円

商工費

7億3,797万

6,000円

消防費

6億5,051万

8,000円

職員費

17億4,267万

8,000円

その他

11億6,322万

8,000円

民生費

45億26万円

衛生費

33億3,934万

7,000円

土木費

19億3,200

万8,000円

教育費

48億9,474万8,000円

公債費

22億

5,555万円

民生費　　高齢者や障がい者、児童への福祉サービス、保育所や生活保護などに要する経費です。

衛生費　　市立病院への繰り出しや各種予防接種、母子健康支援のほか、墓地、霊園、火葬場、ごみ収集な

どに要する経費です。

土木費　　道路、河川、公園や市営住宅のほか市道の除排雪などに要する経費です。

教育費　　小中学校、市立大学、図書館、文化センター、体育施設などに要する経費です。

公債費　　市債（借金）の償還に要する経費です。



Ｎａｙｏｒｏ　Ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ　２０１８．１１５

－ －
歳入決算額

226億3,067万6,000円

歳出決算額
221億4,798万7,000円

＝

一般会計の実質収支

次年度への繰り越し
449万7,000円

実質収支
4億7,819万2,000円

一般会計の実質単年度収支

実質単年度収支
▲1億1,009万3,000円

前年度実質収支
3億4,795万1,000円

財政調整基金繰入金
2億4,033万4,000円

実質収支　　　　当該年度に属する収入と支出の実質的な差額です。

実質単年度収支　実質収支から、前年度までの収支の累積額のほか、財政調整基金への積み立て・取崩しと

いった実質的な黒字・赤字要素を差し引きした実質的な当該年度の収支です。

名寄市立大学新棟の整備 11億8,631万3,000円 救助工作車の導入　8,920万8,000円

・高齢者や障がい者などへの福祉に要した経費　約27億8千万円

・保育所の運営や子育て支援などに要した経費　約11億4千万円

・家庭ごみの収集、処分に要した経費 約9億円

・道路の除雪・排雪に要した経費 約5億7千万円

・道路の維持・新設などに要した経費 約3億9千万円

・産業の振興や経済の活性化などに要した経費　約16億7千万円

・体育施設の管理運営や冬季スポーツ拠点化、各種大会への補助などに要した経費　約1億9千万円

平成29年度の主な事業

黒字

赤字

決算からみる名寄市のすがた

あれっ？？結局赤字なの？

詳しくは次ページで！！

－ －
歳入決算額

226億3,067万6,000円

歳出決算額
221億4,798万7,000円

次年度への繰り越し
449万7,000円

－ － ＝
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健
全
化
判
断
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
態
の
健
全
性

を
表
す
指
標
と
し
て
「
財
政
健
全
化
判
断

比
率
」
が
あ
り
ま
す
。

　

財
政
破
た
ん
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
４

つ
の
指
標
が
あ
り
、信
号
で
例
え
る
と
、黄

色
信
号
と
赤
信
号
の
２
つ
の
基
準
が
あ
り

ま
す
。

　

平
成
29
年
度
決
算
に
お
け
る
名
寄
市
の

財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
、
昨
年
度
よ
り

数
値
が
増
加
し
た
も
の
の
、
早
期
健
全
化

基
準(

黄
色
信
号)

を
下
回
っ
て
お
り
、
安

全
圏
に
あ
り
ま
す
。

　

４
つ
の
指
標

①
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
の
赤
字
の
比
率

※

家
計
で
い
う
と
年
収
に
占
め
る

赤
字
の
割
合

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計(

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計)

の
赤
字
の
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

地
方
債(

借
金)

の
返
済
比
率

※

家
計
で
い
う
と
年
収
に
占
め
る

借
金
の
返
済
額
の
割
合

④
将
来
負
担
比
率

市
の
借
入
金(

地
方
債)

や
将
来
支

払
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
お
金

の
割
合

※

家
計
で
い
う
と
負
債
残
高
が
年

収
の
何
年
分
に
な
る
か
の
割
合

平成29年度決算の財政健全化判断比率

　　指 標 名 名 寄 市

①実質赤字比率 － 13.02％ 20.00％　

②連結実質赤字比率 － 18.02％ 30.00％

③実質公債費比率 8.4％　　 25.00％ 35.00％

④将来負担率 33.8％　　350.00％

※「―」表示は実質赤字額がないことを表しています。

平成29年度決算ではいずれの指標も早期健全化基準を下回

り、安全圏にあります。

早期健全化基準

（黄色信号）

財政再生基準

（赤信号）

実質公債費比率と将来負担率の推移

49.3

44.9

34.3

28.6

33.8

11.6 10.2 9 8.2 8.4
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将来負担比率

実質公債費比率

34.3

28.6

33.8

9 8.2 8.4

H27 H28 H29

将来負担比率

実質公債費比率

(％)

名
寄
市
は
黒
字
？
赤
字
？

　

地
方
公
共
団
体
の
会
計
は
、
全
国
ど
こ

の
市
町
村
も
、
一
般
的
な
民
間
企
業
の
会

計
と
は
異
な
る
会
計(

現
金
主
義
会
計)

を

採
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
簡

単
に
黒
字
・
赤
字
と
比
較
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、『
実
質
収
支
』
は
、５

ペ
ー
ジ
に
記
載
の
と
お
り
４
億
７
８
１
９

万
２
０
０
０
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
実
質
収
支
か
ら
、

前
年
度
ま
で
の
収
支
の
累
積
額
や
「
財
政

調
整
基
金
」
へ
の
積
み
立
て
や
取
崩
し
額

な
ど
を
考
慮
し
た
『
実
質
単
年
度
収
支
』

は
、
１
億
１
０
０
９
万
３
０
０
０
円
の
赤

字
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
家
庭
に
例
え
る

と
、
今
ま
で
の
蓄
え
を
取
り
崩
し
て
家
計

を
維
持
し
た
状
態
で
あ
り
、
財
政
健
全
化

判
断
比
率
は
安
全
圏
に
あ
る
と
言
え
ど
も
、

決
し
て
楽
観
で
き
る
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。

市
債
（
借
金
）
・

基
金
（
貯
金
）
の
状
況

　

平
成
29
年
度
の
将
来
負
担
比
率
が
前
年

度
と
比
べ
5.2
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
要
因
の

一
つ
と
し
て
、
市
債(

借
金)

残
高
の
増
加

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
市
債
残
高
は
約
２
８
８

億
５
千
万
円
と
な
り
、
昨
年
度
と
比
較
し

て
約
10
億
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
名
寄
市
立
大
学
の
新
棟
整
備
や
風

連
中
央
小
学
校
の
改
築
な
ど
大
型
事
業
の

実
施
に
よ
り
借
入
額
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

市債(市の借金)の残高
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(億円)

貯金はどれぐらい

あるのかな？

借金が増えて

いる・・これは

良くないこと

なのでは？？
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名
寄
市
の
課
題

　

名
寄
市
の
財
政
状
況
は
こ
れ
ま
で
み
て

き
た
と
お
り
、
国
の
基
準
で
は
安
全
圏
に

あ
り
ま
す
が
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
公

共
施
設
へ
の
対
応
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
施
策
に
要
す
る
経

費
の
増
加
、
さ
ら
に
は
地
方
交
付
税
の
削

減
と
、
本
市
に
は
多
く
の
財
政
的
課
題
が

あ
り
、
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
容
易
に
対
応
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
課
題
に
備
え
て
こ
れ
ま
で

基
金
を
確
実
に
増
や
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
平
成
29
年
度
は
、
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
し
て
の
財
政
運
営
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
市
民
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
効
率
的
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
も
事
業
の
目
的
を
明
確
に
し
、最

小
の
経
費
で
確
実
に
効
果
を
あ
げ
る
こ
と

を
意
識
し
、
財
政
規
律
を
損
な
わ
な
い
よ

う
事
業
の
手
法
を
よ
く
検
証
す
る
と
と
も

に
、
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
た
適
切
な
事

業
の
選
択
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に

な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
将
来
に
わ
た
っ
て
進

め
て
い
く
た
め
、
効
率
的
で
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
債
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、

借
入
額
や
返
済
額
に
応
じ
て
地
方
交
付
税

が
交
付
さ
れ
る
市
債
が
あ
り
ま
す
。
市
で

は
、こ
の
よ
う
な
市
債
を
最
大
限
活
用
し
、

将
来
的
に
負
担
が
少
な
く
な
る
よ
う
事
業

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
市
債
残
高
の
増

加
は
、
将
来
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

お
金
が
増
加
し
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

ま
た
、
名
寄
市
に
は
「
財
政
調
整
基
金｣

｢

減
債
基
金｣

を
は
じ
め
20
の
基
金(
貯
金)

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
必

要
な
と
き
に
取
り
崩
し
て
い
ま
す
。
平
成

29
年
度
末
の
一
般
会
計
の
基
金
残
高
は
、
昨

年
度
と
比
べ
て
約
２
億
円
の
増
加
と
な
り
、

合
計
で
約
94
億
３
千
万
円
と
な
り
ま
し
た

が
、
財
政
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
使
用

す
る｢

財
政
調
整
基
金｣

は
、
約
２
億
４
千

万
円
取
り
崩
し
ま
し
た
。

　

名
寄
市
で
は
こ
れ
か
ら
の
財
政
運
営
の

た
め
、
将
来
の
世
代
に
過
大
な
負
担
を
残

さ
ず
、
健
全
な
財
政
運
営
を
持
続
で
き
る

よ
う
、
市
債
を
返
す
以
上
に
借
り
な
い
こ

と
や
突
発
的
な
財
政
支
出
に
備
え
る
た
め

一
定
の
基
金
残
高
を
確
保
す
る
と
い
う
財

政
規
律
を
定
め
て
お
り
、
将
来
を
見
据
え

た
市
債
や
基
金
の
適
正
な
管
理
に
努
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

基金の推移
(億円)
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その他基金

減 債 基 金

財政調整基金
H28末 H29末

その他基金

減 債 基 金

財政調整基金

主な公共施設の老朽化の状況
 建築年 施設名 経過年数

 昭和42年 児童センター 約51年

 昭和43年 名寄庁舎 約50年

 昭和45年 図書館 約48年

 昭和49年 スポーツセンター 約44年

 昭和50年 南保育所 約43年

 昭和51年 智恵文小学校 約42年

 昭和52年 名寄中学校 約41年

 昭和53年 東保育所 約40年

 昭和56年 名寄東中学校 約37年

持続可能な財政運営

が大事なんだね！

基金の名称

財政調整基金

減債基金

公共施設整備基金

名寄市立大学振興基金

文化センター大ホール基金

合併特例基金

その他

合計

平成29年度末残高

20億7,100万円

18億5,300万円

17億7,300万円

 7億8,600万円

 2億8,800万円

12億3,200万円

14億2,700万円

94億3,000万円

主な目的

 財政の健全な運営のため

 借金の返済に充てるため

 公共施設の改修や整備のため

 大学の運営や整備のため

 文化センター大ホールの運営や整備のため

 合併に伴う地域振興のため

決算からみる名寄市のすがた



名
寄
市
の
第
一
印
象
と
、
半
年
間

住
ん
で
み
て
の
感
想
は

ー
派
遣
が
決
ま
り
、
初
め
て
訪
れ

る
名
寄
市
が
ど
う
い
う
と
こ
ろ
な

の
か
興
味
が
あ
っ
た
一
方
、
全
く

違
う
業
務
と
慣
れ
な
い
土
地
で
の

生
活
に
不
安
で
し
た
が
、
周
り
の

皆
さ
ん
に
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
、

名
寄
で
の
生
活
に
慣
れ
て
き
ま
し

た
。
３
月
末
に
初
め
て
北
海
道
に

来
て
、
ま
だ
雪
が
道
路
に
残
っ
て

い
る
こ
と
と
道
路
の
幅
の
広
さ
に

驚
き
ま
し
た
。
夏
は
鶴
岡
市
と
比

べ
る
と
涼
し
く
過
ご
し
や
す
い
環

境
で
し
た
。
10
月
現
在
で
す
で
に

寒
い
と
感
じ
、
気
温
差
に
は
ま
だ

慣
れ
な
い
で
す
が
、
冬
は
ス
キ
ー

や
カ
ー
リ
ン
グ
な
ど
や
っ
て
み
た

い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

名
寄
と
鶴
岡
の
違
い
や
似
て
い
る

と
こ
ろ
は

ー
名
寄
市
は
鶴
岡
市
と
比
べ
て
冬

の
気
候
が
大
変
厳
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
を
活
用
し
た
ウ
ィ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
雪
像
を
つ
く
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
、
冬
の
資

源
が
豊
富
な
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

鶴
岡
市
と
は
違
う
、
雪
質
日
本
一

で
あ
る
名
寄
の
雪
を
こ
れ
か
ら
満

喫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
名
寄
市
で
は
夏
に
ひ
ま

わ
り
畑
で「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
鶴
岡
市

に
も「
月
山
高
原
ひ
ま
わ
り
畑
」が

あ
り
ま
す
。
距
離
が
遠
く
離
れ
た

両
市
で
す
が
、
共
通
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
親
近
感
が
湧
き
ま
し

た
。

鶴
岡
市
の
特
徴
は

ー
鶴
岡
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
伝
統

行
事
や
地
域
文
化
を
大
切
に
守
り

続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
鶴
岡

天
神
祭
、
藤
島
で
は
獅
子
踊
り
な

ど
の
行
事
を
は
じ
め
、
多
く
の
伝

統
文
化
が
今
も
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
他
に
も
日
本
で
五

指
に
入
る
と
絶
賛
さ
れ
る
赤
川
花

火
大
会
、
ク
ラ
ゲ
の
展
示
種
類
が

世
界
一
を
誇
る
加
茂
水
族
館
な
ど

見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。
み
な
さ
ん

も
一
度
ぜ
ひ
鶴
岡
市
に
遊
び
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。

名
寄
市
で
の
仕
事
内
容
は

ー
営
業
戦
略
課
で
、
主
に
観
光
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
観
光
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
な
よ
ろ
う
」
に
関
す

る
こ
と
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
な
よ
ろ

産
業
ま
つ
り
で
鶴
岡
市
の
特
産
品

を
販
売
し
、
逆
に
10
月
に
開
催
さ

れ
る｢

つ
る
お
か
大
産
業
ま
つ
り｣

で
名
寄
市
の
特
産
品
販
売
や
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
お
互
い

の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
業
務
に
も
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
の

名
寄
市
へ
の
派
遣
期
間
は
限
ら
れ

た
も
の
で
す
が
、
と
て
も
貴
重
な

経
験
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
名

寄
市
で
築
い
た
人
間
関
係
は
財
産

だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
仕
事
で

も
そ
れ
以
外
で
も
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
ひ
と
こ
と

ー
私
は
鶴
岡
市
藤
島
の
出
身
で
、

名
寄
市
と
交
流
が
あ
る
こ
と
は
知

っ
て
い
た
の
で
、
い
つ
か
行
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
度
名
寄
市
に
来
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
こ
の
ペ

ー
ジ
を
見
て
「
鶴
岡
市
っ
て
ど
ん

な
と
こ
ろ
？
」
と
少
し
で
も
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
私

を
見
か
け
た
際
に
は
声
を
か
け
て

く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

きらめくまちビト…名寄市内で活躍する市民などの紹介を通して、地域の魅力を発信します。

旧名寄市の母村であり、姉妹都市として交流活動を推

進してきた山形県鶴岡市(旧藤島町)との職員交流で、

平成30年４月から名寄市役所営業戦略室で働いている

土田直さん。半年を振り返り、名寄市での生活や鶴岡

市の魅力などについてインタビューしました。

平成２年鶴岡市藤島生まれ。鶴岡市役

所に平成27年に入庁。福祉課生活福祉

係に３年間配属され、その後名寄市へ

派遣。趣味は旅行。特技は料理で鶴岡

の郷土料理も作る。

Profile
土田　直 (つちだ なお)

×
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本
副
市
長
を
団
長
と
す
る
市
民

　
　
　

訪
問
団
14
人
が
９
月
13
日
(木)
か

ら
17
日
(月)
に
、
ド
ー
リ
ン
ス
ク
市
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

ド
ー
リ
ン
ス
ク
市
で
は
、
13
日
に
ト

ゥ
ガ
レ
フ
市
長
主
催
の
歓
迎
夕
食
会
に

橋
本
副
市
長
、
奥
山
名
寄
・
ド
ー
リ
ン

ス
ク
友
好
委
員
会
会
長
ら
団
員
が
出
席
。

ト
ゥ
ガ
レ
フ
市
長
、
ガ
リ
ー
ナ
市
議
会

議
長
を
は
じ
め
、
名
寄
市
と
の
交
流
を

行
っ
て
い
る
市
民
団
体
（
ド
ル
ジ
バ
の

会
）
の
会
員
ら
と
対
面
し
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
交
流
の
一
環
と
し
て
、

14
日
に
は
ド
ー
リ
ン
ス
ク
市
に
あ
る
ウ

リ
ブ
カ
保
育
園
と
青
少
年
芸
術
学
校
を

訪
問
。
伝
統
の
踊
り
、
歌
、
楽
器
演
奏

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
ロ
シ
ア
文
化
の
一

端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同

日
の
午
後
に
は
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク

市
に
あ
る
総
領
事
館
と
北
海
道
サ
ハ
リ

ン
事
務
所
を
訪
れ
、
現
地
情
報
の
収
集

を
行
う
と
と
も
に
、
サ
ハ
リ
ン
の
自
然
、歴

史
、
先
住
民
に
関
す
る
資
料
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
る
同
市
の
博
物
館
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

ド
ー
リ
ン
ス
ク
市
創
立
１
３
４
周
年

記
念
式
典
で
は
、
橋
本
副
市
長
が
名
寄

市
を
代
表
し
、
ド
ー
リ
ン
ス
ク
市
創
立

１
３
４
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
両
市
の
交
流
推
進
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
方
々
へ
の
感
謝
と
、
両
市
民
の

末
永
い
友
好
関
係
構
築
へ
の
願
い
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
会
場
で
は
数

多
く
の
屋
台
が
並
び
、
日
本
に
は
な
い

食
べ
物
や
玩
具
を
見
た
り
、
市
民
と
交
流

す
る
な
ど
、
現
地
の
生
活
や
文
化
の
一

端
に
直
接
触
れ
る
貴
重
な
体
験
が
で
き

ま
し
た
。
５
日
間
に
わ
た
り
ド
ー
リ
ン

ス
ク
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
お
も

て
な
し
を
受
け
、
交
流
27
周
年
を
迎
え

た
ド
ー
リ
ン
ス
ク
市
と
の
友
好
の
歴
史

を
改
め
て
実
感
し
、
今
後
も
友
好
関
係

を
保
ち
な
が
ら
、
末
永
い
交
流
を
続
け

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
あ
う
こ
と
が
で

き
、
今
後
の
交
流
事
業
の
た
め
に
有
意

義
な
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

ドーリンスク市やリンゼイなどと

の交流記念品が展示されている国

際親善メモリアルホール（市立図

書館名寄本館３階）を見学しませ

んか。

名寄本館の開館時間に見学するこ

とができますが、見学する際は、

１階カウンターか２階事務室にお申し出ください。

　火～金　9:30～17:00

　土・日　9:30～16:00

※夜間開館時は、見学する
ことはできません。

◆国際親善メモリアルホールの見学に関する問い合わせ
市立図書館名寄本館　 01654②4751

お
く
や
ま

◆問い合わせ
交流推進課(風連庁舎１階)

　　01655③2511(内線362)

①、②13日歓迎会／③14日ドーリンスク市長表敬訪問／④14日ドーリンスク市図書館
見学／⑤15日『追憶の碑』(日本人慰霊碑)の墓参／⑥16日柔道親善交流試合観戦

１２３

５６

は
し
も
と 橋

４

主な訪問スケジュール
９月14日(金)ドーリンスク市長表敬訪問、在ユジノサハリンスク日本国総領事館表敬訪問、北海

道サハリン事務所表敬訪問、ドーリンスク市図書館見学、パン工場見学

９月15日(土)『追憶の碑』(日本人慰霊碑)の墓参、名寄・ドーリンスク友好公園視察、ドーリン

スク市創立134周年記念式典参加

９月16日(日)ユジノサハリンスクにあるロシア正教会を見学、サハリン州立バレーボールセンタ

ーで柔道親善交流試合観戦、市場見学、さよならパーティ

９月17日(月)サハリン州立郷土博物館視察、『山の空気』見学
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一
般
事
務
職　

…
…
…
…
…

　

若
干
名

１
保
健
師　

…
…
…
…
…
…
…
…

　

１
人

１
保
育
士　

…
…
…
…
…
…
…
…

　

１
人

１
看
護
師(

風
連
国
民
健
康
保
険
診
療
所)
１
人

１
精
神
保
健
福
祉
士
ま
た
は
臨
床
心
理
士　

１
人

■
と　

き

12
月
２
日
(日)　

午
前
９
時

■
と
こ
ろ　

名
寄
市
立
大
学(

西
４
北
８)

　

一
般
事
務
職

■
大
学
卒

■
社
会
人
枠(

民
間
企
業
等
経
験
者)

　

保
健
師

■
大
学
卒

■
短
大
卒(

高
等
専
門
学
校･

専
修
学
校
卒

含
む)

　

保
育
士

■
大
学
卒

■
短
大
卒(

高
等
専
門
学
校･

専
修
学
校
卒

含
む)

　

看
護
師

■
社
会
人
枠(

民
間
企
業
等
経
験
者)

　

精
神
保
健
福
祉
士
ま
た
は
臨
床
心
理
士

■
社
会
人
枠(

民
間
企
業
等
経
験
者)

　

一
般
事
務
職

■
大
学
卒

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
４
年
制

大
学
を
卒
業
、
ま
た
は
平
成
31
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
方(

大
学
院
含
む)

→
教
養
試
験
、
適
性
試
験
、
論
文

　

保
健
師

■
大
学
卒

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
４
年
制

大
学
を
卒
業
し
保
健
師
免
許
を
有
す
る

方
、
ま
た
は
平
成
31
年
３
月
卒
業
見
込

み
で
保
健
師
免
許
を
取
得
予
定
の
方(

大

学
院
含
む
）

→
教
養
試
験
、
専
門
試
験
、
論
文

■
短
大
卒

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
短
期
大

学･

高
等
専
門
学
校･

専
修
学
校(

修
学
年

数
２
年
以
上)

を
卒
業
し
保
健
師
免
許
を

有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
31
年
３
月
卒

業
見
込
み
で
保
健
師
免
許
を
取
得
予
定

の
方

→
教
養
試
験
、
専
門
試
験
、
作
文

　

保
育
士

■
大
学
卒

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
４
年
制

大
学
を
卒
業
し
保
育
士
お
よ
び
幼
稚
園

教
諭
２
種
以
上
の
資
格
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
平
成
31
年
３
月
卒
業
見
込
み
で

保
育
士
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
２
種
以
上

の
資
格
を
取
得
予
定
の
方
（
大
学
院
含

む)→
教
養
試
験
、
専
門
試
験
、
論
文

■
短
大
卒

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
短
期
大

学･

高
等
専
門
学
校･

専
修
学
校(

修
学
年

数
２
年
以
上)

を
卒
業
し
保
育
士
お
よ
び

幼
稚
園
教
諭
２
種
以
上
の
資
格
を
有
す

る
方
、
ま
た
は
平
成
31
年
３
月
卒
業
見

込
み
で
保
育
士
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
２

種
以
上
の
資
格
を
取
得
予
定
の
方

→
教
養
試
験
、
専
門
試
験
、
作
文

　

民
間
企
業
で
培
っ
た
専
門
的
知
識
お
よ

び
創
意
工
夫
を
行
う
意
欲
を
持
っ
た
人
材

を
求
め
、
こ
れ
ら
の
知
識
を
公
務
に
発
揮

し
て
も
ら
い
、
ま
た
組
織
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
即
戦
力
と
し
て
社
会

人
経
験
を
有
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

一
般
事
務
職

　

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４

　

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校

　

教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校
以
上
を
卒

　

業
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
の
学
力
を
有

　

す
る
と
認
め
る
方
で
平
成
31
年
３
月
末

　

現
在
に
お
い
て
、
民
間
企
業
や
各
種
行

　

政
機
関
な
ど
に
お
け
る
職
務
経
験
が
通

　

算
し
て
５
年
以
上
あ
る
方
、
ま
た
は
見

　

込
ま
れ
る
方

→
社
会
人
基
礎
試
験
、
論
文

　

看
護
師

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　

方
で
、
看
護
師
の
免
許
を
有
し
平
成
31

　

年
３
月
末
現
在
に
お
い
て
、
病
院
な
ど

　

に
お
け
る
職
務
経
験
が
通
算
し
て
３
年

　

以
上
あ
る
方
、
ま
た
は
見
込
ま
れ
る
方

→
作
文

　

精
神
保
健
福
祉
士
ま
た
は
臨
床
心
理
士

　

精
神
保
健
福
祉
士
ま
た
は
臨
床
心
理
士

　

の
資
格
を
有
し
、
精
神
保
健
福
祉
士
ま
た

　

は
臨
床
心
理
士
と
し
て
学
校･

事
業
所
等

　

で
相
談
業
務
の
職
務
経
験
が
あ
る
方
。

→
社
会
人
基
礎
試
験
、
論
文

※

市
立
大
学
勤
務
と
な
り
ま
す
。

※

業
務
内
容
と
し
て
、
学
生
お
よ
び
教
職

員
の
健
康
管
理
業
務
の
ほ
か
、
学
生
の

平
成
31
年
度
　

名
寄
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

一
般
試
験
枠

試
験
日
・
会
場(

１
次
試
験)

試
験
区
分

受
験
資
格･

試
験
内
容(

１
次
試
験)

職
種
と
募
集
人
数

１２３４５

市
役
所
職
員･

風
連
国
民
健
康
保
険
診
療
所
看
護
師

１

１

５

２

３

２３４

社
会
人
枠(

民
間
企
業
等
経
験
者)

１４５
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厚
生
補
導
に
関
す
る
業
務
も
行
う
こ
と

　

に
な
り
ま
す
。

　

名
寄
市
内
に
居
住
可
能
な
方

・
受
験
申
込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
験
申
込
書
は
問
い
合
わ
せ
先
に
請
求

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
29
日
(月)
～
11
月
16
日
(金)

※
郵
送
の
場
合
、
簡
易
書
留
に
し
て
11
月

16
日
(金)
必
着

〒
０
９
６‐

８
６
８
６

名
寄
市
大
通
南
１
丁
目
１
番
地

名
寄
市
役
所

　

総
務
課
職
員
係
（
名
寄
庁
舎
３
階
）

　
　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

（
内
線
３
３
２
４
・
３
３
２
６
）

HPhttp://www.city.nayoro.lg.jp/

　

一
般
事
務
職　

…
…
…
…
…

　

若
干
名

■
と　

き

12
月
２
日
(日)　

午
前
９
時

■
と
こ
ろ　

名
寄
市
立
大
学(

西
４
北
８)

一
般
事
務
職

■
大
学
卒

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
４
年
制

大
学
を
卒
業
、
ま
た
は
平
成
31
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
方(

大
学
院
含
む)

→
教
養
試
験
、
適
性
試
験
、
論
文

※

市
立
総
合
病
院
採
用
と
な
り
ま
す

　

名
寄
市
内
に
居
住
可
能
な
方

・
受
験
申
込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
験
申
込
書
は
問
い
合
わ
せ
先
に
請
求

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
29
日
(月)
～
11
月
16
日
(金)

※

郵
送
の
場
合
、
簡
易
書
留
に
し
て
11
月

16
日
(金)
必
着

〒
０
９
６‐

８
６
８
６

名
寄
市
大
通
南
１
丁
目
１
番
地

名
寄
市
役
所

　

総
務
課
職
員
係
（
名
寄
庁
舎
３
階
）

　
　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

（
内
線
３
３
２
４
・
３
３
２
６
）

HPhttp://www.city.nayoro.lg.jp/

平成31年度名寄市職員を募集します

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

採
用
条
件(

全
職
種)

応
募
方
法(

全
職
種)

応
募
受
付
期
間(

全
職
種)

職
種
と
募
集
人
数

試
験
区
分
・
受
験
資
格

試
験
内
容(

１
次
試
験)

応
募
方
法

応
募
受
付
期
間

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

名
寄
市
立
総
合
病
院
職
員

試
験
日
・
会
場(

１
次
試
験)

採
用
条
件

職員採用情報の詳細は
ホームページをご覧ください

職員採用情報

トップページ トップページ

名寄市ホームページ 

http://www.city.nayoro.lg.jp

市立総合病院ホームページ 

http://www.nayoroch.jp

当院で働きたい方へ

それぞれの項目をご覧ください

ほかの職種も随時更新予定

名寄市職員採用試験

社
会
人
枠
の
注
意
事
項

・
職
務
経
験
を
確
認
す
る
た
め
、
職
歴

証
明
書
な
ど
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・｢

高
等
学
校
以
上
を
卒
業｣

は
、
大
学

院
、
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
卒

業
も
含
み
ま
す
。

・｢

職
務
経
験｣

は
、
会
社
員
等
正
規
職

員
ま
た
は
正
規
職
員
と
同
等
の
勤
務

形
態
お
よ
び
職
務
内
容
で
勤
務
し
た

経
験
を
い
い
、
６
カ
月
以
上
勤
務
し

て
就
業
し
た
期
間
が
該
当
し
ま
す
。

職
務
経
験
が
複
数
あ
る
場
合
は
通
算

し
ま
す
が
、
同
一
期
間
内
に
複
数
の

職
務
経
験
が
あ
る
場
合
は
、
い
ず
れ

か
一
方
の
み
と
な
り
ま
す
。



広報なよろ平成３０年１１月号 １２

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ま
ち
の
出
来
事
を
紹
介
し
て
い
る｢

フ
ォ
ト
で
お
知
ら
せ｣

。
広
報
版
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

９
　20

市の姉妹都市であるカナダ・オンタリオ州カワー

サレイク市リンゼイへ交換留学していた名寄高校

生の板垣慶子さんと善正彩音さんが帰国し、加藤

市長に経験談などを報告しました。

約
２
カ
月
間
の
海
外
留
学
で
の
経
験
や
成
果
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た

リンゼイ交換留学生帰国報告会

さとう　　だいすけ

９
　19

市民グループ｢マサシナイトランクラブ｣と名寄警

察署が協力し、不審者などがいないか目を光らせ

ながら、ランニングでパトロールを行いました。

今後も月に１回のペースで行われます。

市
内
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
、
地
域
の
安
全
を
確
認
し
て
い
ま
す

地域安全パトロール

９
　22

駅前商店街で開催され、バルーンアートやひまわ

りアート体験ができるブースなどがあり、市立大

学のボランティアと楽しそうに遊ぶ子どもたちで

賑わっていました。

駅
前
交
流
プ
ラ
ザ｢

よ
ろ
ー
な｣

で
は
北
の
児
童
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第７回商店街あそびの広場

９　
　29

名寄青年会議所が主催し、駅前交流プラザ「よろ

ーな」で開催されました。子どもたちは目を輝か

せてあちこちと走り回り、興味のある職業を体験

していました。

子
ど
も
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
つ
い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま
し
た

未来を拓け！
おしごとなりきりランド

さとう　　だいすけ

９
　27

市民文化センターＥＮｰＲＡＹホールで開催｡市内

小中学校12校の児童・生徒たちは練習を重ねてき

た合唱や合奏を披露し、見ていた保護者などは大

きな拍手を送っていました。

澄
ん
だ
歌
声
や
力
強
い
音
色
が
響
き
ま
し
た

小中学校音楽発表会

９　
　30

名寄市社会福祉協議会などが主催し、市立大学２

号館(元恵陵館)多目的ホールで開催。１日を通し

て約350人の市民が参加し、パラスポーツを体験し

ました。

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
や
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た

ガチパラ！VOL.6   in   名寄

いたがき けいこ ぜんしょう あやね
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９　
　30

市民文化センターで開催され、太極拳やフラダン

ス、名寄市少年少女オーケストラなど多彩な演目

が披露されたほか、ハンドメイド作品や食品の販

売、トールペイント体験などが行われました。

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
お
茶
席
な
ど
も
楽
し
み
ま
し
た

生涯学習フェスティバル
2018inなよろ

10
　８

スポーツフェスティバルの一環として、スポーツ

センターで開催。会場内には野球、サッカー、バ

レーボール、剣道、カーリングのブースが用意さ

れ、子どもたちは楽しそうに挑戦していました。

多
く
の
親
子
が
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
い
ま
し
た

キッズ☆スポーツ体験会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
に
も
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク(

10
月
22
日
現
在
、
２
５
７
３
い
い
ね
！)

で
も
ま
ち
の
出
来
事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

はりもと

すこやかロードを歩こう
10
　８

スポーツフェスティバルの一環として、なよろ健

康の森で開催。約100人の参加者はノルディックウ

ォーキングの仕方を教わった後､1.3キロと５キロ

のコースに分かれてウォーキングしました。

爽
や
か
な
汗
を
流
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た

まちづくり懇談会がスタート
10
　11

今年も名寄市町内会連合会が主催し、初日は名寄

小学校区域を対象に名寄庁舎で開催。市から公共

交通などのお知らせや台所事情の話題提供を行っ

た後、参加者から意見などが出されてました。

市
政
へ
の
質
問
や
意
見
・
要
望
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

はりもと

風連下多寄小学校学芸会
10
　13

同校体育館で開催。全校児童６人が器楽や一輪車

でのパフォーマンス、閉校することをテーマにし

た劇が披露され、保護者や地域の方々から懐かし

む声とともに温かい拍手が送られました。

会
場
全
体
が
一
体
感
に
包
ま
れ
て
最
後
の
学
芸
会
は
終
了
し
ま
し
た

台湾員林高級中学(高校)と
名寄高校が遠隔交流

10
　18

名寄高校会議室でテレビ会議システムを通して行

われ、身近で流行しているアイドルグループやア

ニメ、スポーツなどを紹介し合い、お互いの文化

に触れ合って交流を深めていました。

慣
れ
な
い
英
会
話
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
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〒096-8511 名寄市西７条南８丁目　　01654③3101　FAX 01654②0567

予約センター直通(平日13:30～17:00)　 01654③0489

●日帰り人間ドックは火･木曜日、脳ドックは火･木曜日に実施しています｡(事前予約制)
●産婦人科母親学級は、毎月第２･４火曜日14時からです。
★一部の診療科を除き、予約のない方の診療も行っていますが、あらかじめ予約することをお勧めします｡
★緊急の患者対応のため、予約の時間にお呼びできない場合があります。
★医師の出張などにより、診療体制が変更になる場合があります。
・診察券をお持ちの方は、必ず持参ください｡忘れた場合は､再発行します｡(実費100円)

お願い!電話で予約の際は診察券を準備のうえ予約してください。
午前は窓口が混雑するため、電話は午後にお願いします。
なお、午後も電話がつながりにくい場合があります。

（平成30年10月現在）
※土曜日・日曜日・祝日は休診

備　考曜　日
科　目

受付区分 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

循環器内科

呼吸器内科

神経内科

消化器内科

糖尿病･代謝内科

総合内科

小児科

外科

心臓血管外科

整形外科

脳神経外科

産婦人科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

皮膚科

心療内科･精神科

ペインクリニック
外来

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

×(検査)

×(手術)

×(手術)

○

×(検診)

○

×(手術)

○

○

○

○(特殊検査)

○

○

○

×(検査)

○

×(手術)

○

×

○

出張医

×

×

○

○

○

○

○

×(手術)

×(手術)

×(手術)

×(手術)

○

×(手術)

○

×(検査)

○

○

○

○(手術)

○

○

○

×(検査)

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

×(手術)

×(手術)

○

○ 再診

○

×(手術)

○

×(検査)

○

○

○

○(手術)

○

○

○

×(手術)

○

○

○

×

○

×

出張医

出張医

○

○

○

○

○

○

×

×(手術)

×(手術)

○

×(検査)

○

×(手術)

○

○

○

○(特殊検査)

○

×(手術)

○

×(検査)

○

○

○

×

○

○

×

×

○

○

○

○

○

×(手術)

×(手術)

○

■

○

×(手術)

○

×

○

○

○

○(特殊検査)

○

○

○

×(手術)

○

×(手術)

○

×

・完全予約制。予約センターで予約してください。
・毎月第１･３水曜日のみの診療です。
※出張医の都合で変更する場合もあります。
※初診の方は紹介状が必要です。

・完全予約制。予約センターで予約してください｡

※初診の方は紹介状または健康診断結果書が必要です。

・初診は予約センターで予約できます。
※予約外は待ち時間が長くなります

・予約は行っていません。
※午後の診療は行っておりません。

・予約センターで予約してください。

※予約外は待ち時間が長くなります。

・予約センターで予約できます。

・水曜日は11時までの受け付けとなります。

・完全予約制。予約センターで予約してください。

・予約センターで予約できます。
・午後は14時から診療します。
※予約外は待ち時間が長くなります。

・予約センターで予約できます｡
・午前は10時から診療します。
・乳腺外来は月２～３回、出張医が不定期で診察します。

・１カ月健診(火･水･木曜日)は予約センター､専門外来
は小児科外来で予約できます。

・ワクチン外来(火・木)は接種希望日の２日前16時までに予約。

・予約センターで予約できます。
・下肢静脈瘤外来は予約が必要です。
・■＝下肢静脈瘤外来（月３回程度の診察です）

・第２火曜の午後すべてと、第３金曜午後の一部は専門外来
の診療となります。

・母乳についてのご相談は外来に電話をしてください。
※予約外は待ち時間が長くなります。

○＝診療可能　×＝診療不可　△＝一部診療あり

小児科
外科

産婦人科
専門外来

心臓外来､神経発達外来､内分泌外来､アレルギー外来

乳腺外来

不妊・不育症外来

更年期外来

・診察日と予約は､小児科外来に直接連絡してください｡

・月２～３回木曜日午後。予約制。

・毎月第２火曜日午後。予約制。

・毎月第３金曜日午後。予約制。

 診療受付時間

午前　8:00～11:30
午後 13:00～15:15

名寄市立総合病院

初診の方は､

午前中に受診し

てください｡

市立総合病院からのお知らせ

外来診療の受付

・初診の予約は行っていません。
・予約変更は直接循環器内科に連絡してください。
※予約外は待ち時間が長くなります。

・初診の予約は行っていません。
・予約変更は直接呼吸器内科に連絡してください。
※予約外は待ち時間が長くなります。

・完全予約制。予約センターで予約してください。

・初診、再診とも予約センターで予約できます。

・午後は14時から診療します。

午前

午後　 　※午後の診療は行っていません。

午前

午後　 　※午後は完全予約制で再診のみ診察。

午前

午後

午前

午後　 　※午後の診療は行っていません。

午前

午後　 　※午後の診療は行っていません。

午前

午後　 　※午後の診療は行っていません。

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後 　　※午後の診療は行っていません。

午前

午後 　　※午後の診療は行っていません。

・予約センターで予約してください。

・毎週金曜、午前のみの診療です。

・初診は外来で直接予約、水曜は予約再診のみの診療です。
・予約変更は予約センターでできます。
※予約外は待ち時間が長くなります。
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１１月
６日(火) ちびっこひろば①

７日(水) ぱくぱく離乳食教室

９日(金) 親子ふれあいひろば

10日(土) 健康まつり

13日(火) ちびっこひろば②

14日(水) ７カ月児健診・BCG

15日(木) １歳６カ月児健診

19日(月) 股関節脱臼検診

20日(火) ちびっこひろば③

22日(木) ４カ月児健診

26日(月) 赤ちゃん計測日

27日(火) ちびっこひろば④

28日(水) のびのび親子教室

29日(木) ３歳児健診

※詳しくは母子保健カレンダーを

ご覧ください。

保健センター（西２北５）
01654②1486

　FAX 01654②7267
　開館　８時45分～17時30分
　休館　土･日･祝日･年末年始

ふうれん健康センター
(風連町本町76)

01655③2373
　開館　９時～12時(月曜のみ)

    …救急医療情報案内……
フリーダイヤル
0120(20)8699

11月3日､4日　市立総合病院
01654③3101

 　 11日  名寄三愛病院
01654③3911

    18日　吉田病院
01654③3381

　　23日　名寄東病院
01654③2188

なよろ眼科
01654③0746

　　25日　名寄中央整形外科
01654③2006

12月２日　たに内科クリニック
01654③1223

④

　例年、初冬から春先にかけてインフルエンザが流行し

ます。

インフルエンザ予防接種は､発症する可能性を減らし、

重い症状になるのを予防するといわれています。予防接

種の効果があらわれるまで２～４週間くらいかかり、約

５カ月間持続するといわれていますので、接種を希望さ

れる方は12月中旬までに接種しましょう。

医療機関名 予約接種可能年齢 接種日

生後
６カ月以上

１歳以上

１歳以上

成人 ◆通院中の方…各科で随時接種
◆予防接種のみの方…総合内科で接種

月～金曜日(8:30～11:30)

◆木曜日(14:30～15:30）
【予約先】
　13:30～17:00　 01654③0489

◆月～金曜日(9:00～11:30、13:00～16:00)
※午後から医師不在の日もあるため要確認ください。

◆日曜接種日…11月４日、12月２日
(9:00～11:30、13:00～15:30)

◆月～金曜日(9:00～11:30)
◆月･火･水曜日(13:30～16:00）

小児科

※接種日の２日前16:00までに予約してください。

※小学生は
要予約

市立総合病院
予約センター
(13:30～17:00)

01654③0489

風連国民健康
保険診療所

名寄東病院

１歳以上 ◆月～金曜日(14:00～16:00)
吉田病院

中学生以上
◆月･火･木･金曜日(9:00～11:30､13:00～16:30)
◆水曜日(9:00～11:30）

名寄三愛病院

小学生以上 ◆月･火･木･金曜日(8:30～11:30､13:00～16:30)
◆水･土曜日(8:30～11:30）

片平外科
脳神経外科

高校生以上
◆月～金曜日(8:30～11:30､13:00～16:00)
◆第２･４木曜日と土曜日(8:30～11:30)

名寄中央
整形外科

中学生以上 ◆月･火･木･金曜日(8:00～11:00､13:00～15:00)
◆水曜日(8:00～11:00）

たに内科
クリニック

13歳以上 直接お問い合わせください。
あべ

クリニック

01655③2545

01654③2188

01654③3911

01654③3381

01654③3375

01654③2006

01654③1223

01654⑨7011

不要

不要

不要

不要

不要

不要

必要

必要

不要

インフルエンザ予防接種
医療機関のご案内

インフルエンザ予防接種
医療機関のご案内

インフルエンザ予防接種
医療機関のご案内

※高齢者インフルエンザ予防接種の公費助成額については、広報なよろ10月

号をご覧になるか、保健センターまで問い合わせください。

赤ちゃんとの触れ合いを通し、育児や生活の情報など、お茶を飲みなが
ら気軽にお話しませんか？

◆と　き　11月６日(火)､27日(火) 14：00～15：30
◆ところ　市立大学５号館　小児・母性看護実習室
◆内　容　タッチケア(マッサージ)､茶話会、育児相談など
◆対　象　２～12カ月までのお子さんと保護者、妊娠中の方
◆持ち物　バスタオル、ベビーオイルやローション(使用している方）
◆講　師　日本タッチケア協会認定指導者

市立大学 保健福祉学部 看護学科
教授　笹木葉子／准教授　加藤千恵子
／助教　渡邊友香

◆申し込み・問い合わせ　市立大学 笹木研究室

01654②4194(内線5303)　touchcare@nayoro.ac.jp

件名を｢タッチケア｣
で送信

さ さ き　　 よ う こ か　と　う　 ち　　 え　　こ

わ た な べ    ゆ    か
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主　催：なよろ健康まつり実行委員会 後　援：名寄開業医師会・名寄三師会

事務局・問い合わせ：名寄市保健センター　 01654②1486

土11月１0日　　 10:00～12:30と　き

ところ 市民文化センター（西13南４）

※エコバックを持参ください｡スタンプラリー

に参加の方は11:30までに来場ください。

健康チェックコーナー
骨密度測定 ～あなたの骨は大丈夫？～

年齢から見た骨の健康度がわかります。

食生活改善推進員コーナー
おいしさいっぱい試食品！地場産の素材を

たっぷり使い、旬の味覚にこだわりました！

名寄市立大学生コーナー

こころと生活の相談コーナー
パネル展の開催や、弁護士・保健師が相談に対応しま

す。気軽に相談してみませんか？

（上川北部地域自殺対策連絡会議）

保健推進委員コーナー
乳がん自己検診法と、喫煙と健康に関するパネ

ル展示などを行います。

名寄市国保相談コーナー
特定健診や国保のことをもっと知りたい方は気軽にご

相談を。
歯の健康コーナー

名寄地区

いつまでも、自分の歯でおいしく食べよう！

ちびっこひろば
自由に遊ぼう！気軽に来てね♪

その他

風連地区

・なよろ煮込みジンギスカンの販売
・手打ちそば販売
・かぼちゃポタージュスープの販売
・バルーンアートのプレゼント
・こどももちつき体験

おいしい！安い！販売コーナー

旬の野菜や加工品など

コミュニティバス

(市内まわり)で次

の時間帯に｢文化センター前｣で降車

される方は運賃が無料です。

次の時間に無料送迎バスを運行します。

※11月10日(土)に限ります。

お肉＆牛乳　限定激安販売

地元産の豚肉、牛肉、牛乳を販売

健康マイレージ対象事業です

名寄のおいしい秋の味覚が
大集合！みんな集まれ！

赤十字救急法体験コーナー
あなたも救える尊い命

同時開催

マイレージカードを持参ください(当日にマイレージ参加も可能)。

各コーナーのスタンプラリーを達成すると、参加賞をプレゼント！

さらにマイレージポイントになります。

マイレージカードを持参ください(当日にマイレージ参加も可能)。

各コーナーのスタンプラリーを達成すると、参加賞をプレゼント！

さらにマイレージポイントになります。

主　催：地産地消フェアinなよろ実行委員会

問い合わせ：農務課農政係　風連庁舎１階　 01655③2511(内線312)

行
き

風連庁舎

９:30

風連駅

９:35

市民文化センター

９:55

帰
り

市民文化センター

11:30

風連駅

11:50

風連庁舎

11:55

①９:15 着

②９:50 着

③10:25 着

④11:00 着

⑤11:35 着

⑥12:10 着

西館ホワイエ

東館１階など

対象

18歳以上

定員
130 人

体脂肪測定、健康ミニ講話、ノルディックウ

ォーキング体験ができます｡｢煎りもち米入り

焼き菓子」の試食とアンケートを行います｡

※ノルディックウォーキングは名寄保健所と共催。

参加
無料
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｢若い人たちが札幌などに行ってしまうのでもっと名寄で働くところがあるといいと思います｣

｢中心市街地の活性化がぜひ必要であり、計画的に進めることが望ましい｣

｢将来のなよろ発展のため、経済元気化に向けて、商工会、観光協会、市などで連携してもっ

と頑張ってほしい｣　　など

　本市では｢名寄市中小企業振興条例｣に基づき、事業者が取り組む既存店舗の改修や設備投資をはじめ、創

業や新規開業、中心市街地の賑わいづくりのほか、人材の確保・育成への支援など、ハード・ソフト両面へ

の支援を通じて、中小企業の振興と市街地の賑わい、魅力ある商店街づくりなどを目指しており、近年は、

飲食店を中心に店舗の増改築、空き店舗などを活用しての創業や開業をはじめ、なよろアスパラまつりや商

店街などにおけるイベント開催のほか、人材の確保・育成に向けた技能者養成などの取り組みも行われてい

ます。

　また、中心市街地の活性化については、平成12年度に策定した｢中心市街地活性化基本計画｣、さらには平成

22年からは｢社会資本総合整備計画｣に基づき、アーケードや駅前交流プラザ｢よろーな｣などの整備を進めて

きました。現在は、コンパクトなまちづくりを目標に｢名寄市都市計画マスタープラン｣の見直しおよび｢名寄

市立地適正化計画｣の策定を進めており、都市全体の観点から、居住機能や福祉・医療・商業の立地など、包

括的なグランドデザインを描く中で、中心市街地の中長期的なあり方についても検討しているところです。

　そして、総合計画(第２次)の重点プロジェクトのひとつである｢経済元気化プロジェクト｣を進めるため、地

域経済の好循環を図り、まちに元気を生み出すとともに、移住・交流の推進による交流人口の拡大に取り組

むこととしており、｢名寄市中小企業振興審議会｣や｢名寄市観光交流振興協議会｣など、さまざまな協議体を

通して、商工団体、観光協会、金融機関、関係機関等と連携し、オール名寄の体制で、取り組みを進めてま

いります。

総合計画(中期)策定に向け、平成30年３月

に18歳以上の市民から無作為に抽選された

2,000人にアンケート調査を行い、630人の

方から回答をいただきました。その際いた

だいた意見や質問、提言などについて、毎

月テーマごとに、市としての方針や考え方

などをお知らせします。

商工振興について

除排雪について

◆商工に関する問い合わせ
営業戦略課

　　01654③2111(内線3342)

事業区分　

 年度

平成 27 年度

平成 28 年度

平成 29 年度

中心市街地
近代化事業

１

１

１

店舗支援事業

５

10

６

コミュニティ事業

６

７

７

空き地・空き店舗事業

３

２

０

創業支援事業

ー

１

１

街なかにぎわい事業

※1

※1　創業支援事業は平成28年度からの新規事業のため平成27年度は実績なし
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北
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東
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か
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、

約
２
カ
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が
経
過
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
９
月
６
日
の
発
生
か
ら
停

電
に
よ
る
影
響
は
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い

に
も
２
～
３
日
ほ
ど
で
以
前
と
変
わ
ら
な

い
暮
ら
し
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
全

道
的
な
被
害
と
し
て
、
確
認
で
き
る
だ
け

で
も
41
人
の
死
者
、７
４
９
人
の
負
傷
者
、

８
９
６
５
棟
の
住
宅
損
壊
、
２
０
０
０
億

円
超
の
土
木
・
農
業
関
連
被
害
や
１
３
０

０
億
円
超
の
経
済
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
震
源
地
の
厚
真
町
で
は
、
最
大
１
カ

月
間
も
水
道
が
利
用
で
き
な
い
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
た
地
区
も
あ
り
、
地
震

に
よ
る
急
激
な
生
活
変
化
や
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
余
震
で
の
ス
ト
レ
ス
な
ど

で
、
今
も
な
お
、
苦
し
ま
れ
て
い
る
方
も

多
い
状
況
で
す
。

　

今
ま
で
過
ご
せ
て
い
る
日
常
生
活
が
、

一
瞬
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
態
に
な
る

の
が
災
害
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
も
災
害

に
対
し
て
対
策
・
備
え
を
万
全
に
し
て
く

だ
さ
い
。

風水害

 発生年月 対応 避難所 被害

2010.７.29　避難勧告、避難準備　２カ所　住宅浸水46棟

2014.８.５　避難勧告、避難準備　９カ所　住宅浸水79棟

2014.８.24　避難勧告、避難準備　２カ所 －

2016.８.17　避難準備(台風７号)　２カ所 －

2016.８.20　避難指示、避難勧告　８カ所　住宅浸水４棟

2017.９.18　避難準備(台風18号)　８カ所 －

※今年度については、風水害での被害は確認されておりません。

　　　　　　　 地震

　 年度 　震度１　震度２　震度３

　2012年　 １回

  2013年

  2014年

  2015年

  2016年　 １回　　１回

  2017年　 １回

※北海道胆振東部地震での名寄の震度は
｢３｣で､2004年12月14日(留萌支庁南部
地震)の地震以来です｡

最終的に避難するかは個人の判断となり、場合によっては空振りとなることも
ありますが、命を守るため避難することは重要なことです。

危
　
険
　
性

高

低

災害用伝言ダイヤル『171』
　災害発生時には、多くの方が一斉に電話を
かけるため、電話がかかりにくくなります。
災害用伝言ダイヤルは、このような電話がか
かりにくい状態でも、家族間の安否確認や集
合場所の連絡などに利用できます。固定電話
ではなく、携帯電話会社が運営する災害用伝
言板サービス（Web171）もあります。

停電時にはブレーカーを落とす
　平成７年に発生した阪神・淡路大震災。こ
の時の地震による火災原因は、電気ストーブ
の上で乾燥していた洗濯物が、地震の影響で
ストーブの上に落ち、その後停電復旧したと
きに引火したケースが多いとされて、ブレー
カーを落としておけば６割もの火災が防げた
とされています。

高齢者や乳幼児など､
避難に時間を要する
方は避難、その他の
方は避難の準備をし
ます

この時点で全員が避
難を開始しましょう

｢避難勧告｣で避難し
そびれた方に最後の
情報となります

避難準備・

高齢者等

避難開始

避難勧告

避難指示

名寄市 市　民

地震発生の頻度は低い一方で、台風などによりここ数年、毎年被害を受けています。対策と備えを万
全にしておくことが大切です。

どこに避難するのか事前確認を
市のハザードマップなどで確認してお

きましょう。
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タンスは床側をストッパーなどで固定し、天井側はポール式

器具で固定する。

　非常食
レトルト食品やアルファ化
米、缶詰、インスタント食
品、チョコレートなど

次のものを日常的に常備し、家族全員が置き場所を把握しておきましょう。家族で１週間程度、最低３日間
を乗り切れる量を備蓄しましょう。持病の薬、アレルギーケア用品、乳幼児用品、眼鏡など他人には借りら
れないものは必ず持っていきましょう。

全国的に「満タン＆灯油プラス１缶」運動が展開され

ています。これは大規模災害に備え、日頃から「車の

タンクは満タン」に「灯油は多めの軒先在庫」を習慣

づけるということです。この運動により地域住民の災

害対応能力の向上や、災害時に給油所での渋滞発生抑

制などが見込まれ、住民への配慮や被

災地における迅速な復旧活動に少しで

も貢献できると考えられています。

ぜひこの運動にご協力をお願いいたし

ます。

食器棚はＬ字型金具やワイヤーなどで壁に固定し、開き戸に

は開かないように留め金を付ける。

本棚はＬ字型金具やワイヤーなどで壁に固定し、重い本は下の

段にテレビ・粘着マットを敷いて転倒を防ぐとともに、機器

の裏側をワイヤーなどで壁やテレビボードに固定する。

窓ガラスは強化ガラスに替えたり、飛散防止フィルムを張っ

たりする、また、風水害対策として、サッシの下部に新聞紙

や古いタオル・ぞうきんなどをはさんでおく。

冷蔵庫は裏側をワイヤーなどで壁に固定する。

　あると便利なもの
　携帯電話の車載充電器

ノート・ペン（筆記用具）

モバイルバッテリー

ブルーシート

スリッパや靴

ポリタンクなどの給水用の入れ物

カイロ・防寒着など

　水
１人１日３リット
ルが目安

懐中電灯・携帯ラ
ジオ・予備電池

携帯電話・
充電器

ろうそく・ライター・
マッチ

カセットコンロ・
ガスボンベ

ストーブ
(オール電化住宅対策)

ヘルメットや
防災ずきん

現金・公衆電話
用の硬貨

ホイッスル(防犯用) 手袋・軍手 　日用品
ティッシュペーパー、
トイレットペーパー、
タオル、歯ブラシなど

ごみ袋・ビニール袋、
ラップなど

健康保険証・
運転免許証
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た
か
し
ま　
　

し
ゅ
う
へ
い

　

９
月
６
日
に
発
生
し
た
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
大
規
模
停

電
の
際
に
、
市
と
災
害
時
の
放
送

協
定
を
結
ん
で
い
る
「
エ
フ
エ
ム

な
よ
ろ
」
は
、
市
か
ら
の
災
害
関

連
情
報
や
商
店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
の
営
業
状
況
な
ど
、
き
め
細

か
い
情
報
を
ラ
ジ
オ
や
会
員
制
情

報
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
発
信
。

災
害
時
の
情
報
源
と
し
て
大
き
な

役
割
を
担
い
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
後
、
全
ス
タ
ッ
フ
９

人
は
役
割
分
担
を
し
、
情
報
収
集

や
送
信
所
の
電
源
確
保
、
緊
急
放

送
に
あ
た
り
ま
し
た
。
主
に
市
役

所
で
情
報
収
集
を
し
、
エ
ア
て
っ

し
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
で
情
報
発
信
し
て
い
た
同
社

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
髙
嶋
修
平
さ

ん
は
「
災
害
時
に
ど
う
し
た
ら
い

い
か
手
さ
ぐ
り
な
部
分
も
あ
り
ま

し
た
が
、
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ

フ
エ
ム
を
参
考
に
し
な
が
ら
動
き

ま
し
た｣

と
振
り
返
り
ま
し
た
。｢

情

報
元
が
確
か
か
気
を
付
け
な
が
ら

発
信
し
ま
し
た
。
自
分
の
番
組
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
エ
ア
て
っ
し
の
投

稿
を
シ
ェ
ア
し
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
る
10
代
～
20
代
の
若
い
世
代
に

確
か
な
情
報
が
届
く
よ
う
に
意
識

し
ま
し
た｣

。

　

平
日
７
時
～
10
時
放
送
の
「
お

は
よ
う
て
っ
し
」
な
ど
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
る
住
田
千
裕
さ

ん
は
、
電
話
や
直
接
商
店
に
出
向

き
、
開
店
時
間
や
在
庫
状
況
を
確

認
し
ま
し
た
。｢

市
民
の
方
が
欲
し

い
と
思
う
情
報
を
伝
え
た
い
と
思

い
、
詳
細
な
在
庫
情
報
や
購
入
の

個
数
制
限
が
あ
る
か
な
ど
も
確
認

し
ま
し
た
。
情
報
が
細
か
く
て
よ

か
っ
た
と
反
応
が
あ
り
ま
し
た｣

。

エ
ア
て
っ
し
は
名
寄
市
内
の
ほ

ぼ
全
域
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
地
形
や
建
物
の
構
造
な
ど
の

影
響
で
電
波
が
届
き
に
く
い
地
域

も
あ
り
ま
す
。
細
か
い
情
報
で
良

か
っ
た
と
の
声
が
あ
る
一
方
で
、

今
回
の
停
電
時
に
「
ラ
ジ
オ
が
聴

け
な
い
。
放
送
し
て
い
る
の
か
」

と
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
っ
た
と
の

こ
と
。
エ
ア
て
っ
し
は
２
０
１
７

年
５
月
か
ら
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
イ
マ
ル
ラ
ジ
オ
放
送
」
を
開
始

し
て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
、
放
送
を
ど
こ
で
も

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
ジ
オ

を
聴
け
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が

多
い
と
感
じ
ま
し
た
。
聴
け
な
い

人
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
を
得
て
い
た

よ
う
で
、
震
災
後
に
ツ
イ
ッ
タ
ー

の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
い
い
ね
！
の
数
が
増
え
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
力
を
感
じ
ま
し
た
」
と

住
田
さ
ん
。｢

こ
れ
か
ら
は
ラ
ジ
オ

で
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
の
中
に

溶
け
込
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
番

組
を
聴
い
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く

れ
た
ら
嬉
し
い
で
す｣

。

　

｢

震
災
を
き
っ
か
け
に
、
ラ
ジ
オ

に
注
目
し
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま

す
。
普
段
の
生
活
で
も
多
く
の
人

に
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、努
力
し
て
い
き
た
い
で
す｣

と
髙
嶋
さ
ん
。
ふ
た
り
は
ラ
ジ
オ

を
も
っ
と
身
近
な
存
在
に
し
た
い

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

災
害
時
に
き
め
細
か
い
情
報
提

供
を
行
っ
た
エ
ア
て
っ
し
。
万
が

一
に
備
え
、
一
家
に
一
台
以
上
の

ラ
ジ
オ
を
備
え
て
お
く
と
安
心
で

す
。
ま
た
、
普
段
の
番
組
で
も
、

地
域
に
密
着
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

災
害
を
機
に
、
普
段
か
ら
ラ
ジ
オ

を
聴
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

株式会社エフエムなよろ
パーソナリティ

住田　千裕さん

株式会社エフエムなよろ
パーソナリティ

住田　千裕さん

株式会社エフエムなよろ
パーソナリティ

髙嶋　修平さん

株式会社エフエムなよろ
パーソナリティ

髙嶋　修平さん

知
り
た
い
情
報
を

ラ
ジ
オ
を
身
近
に す

み

た

ち

ひ

ろ

リクエスト･メッセージはこちら

　 　　788@nayoro.fm

開局 2006年３月27日

事業所　　名寄市西13条南４丁目名寄市民文化センター

EN-RAYホール内(　01654⑨7000）

放送地域　名寄市のほぼ全域、インターネットサイマル

ラジオでも視聴可能

人気番組　ノリコのノリノリ☆NIGHT(毎週月曜22時～)､

おはようてっし(毎週月～金曜７時～)､人生

の途中(第２･４金曜20時～)など

Air てっし (78.8MHz)

インターネット
サイマルラジオ
はこちらから

▼

た　び
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ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
多
い
食
材

　

『

広
報
な
よ
ろ
』に
は
、
市
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
載

っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
中
に
は
、よ
く
「
介

護
保
険
の
保
険
料
が
変
わ
り
ま

し
た｣

と
か｢

国
民
年
金
の
保
険

料
が
４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す｣

と

い
う
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
で
、
難

し
そ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る

と
と
も
に
、
細
か
い
数
字
が
列

挙
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
文
章
や

数
字
を
掲
載
さ
れ
て
い
て
も｢

よ

く
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
読
み
飛
ば
す
方
も
少
な
く
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
れ
ら
は
社
会
保
障
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
に

と
っ
て
重
要
な
も
の
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
日
々
生
活
を
し
て

お
り
ま
す
。し
か
し
、
日
常
生
活

を
送
れ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

そ
れ
が
で
き
な
く
な
る
よ
う
な

要
因(

社
会
的
な
リ
ス
ク)

に
遭

遇
す
る
こ
と
が
誰
に
で
も
起
こ

り
え
ま
す
。
私
た
ち
は
誰
で
も

病
気
に
な
り
ま
す
し
、
高
齢
に

な
っ
た
り
、
障
が
い
を
抱
え
た

り
、
そ
し
て
遺
族
に
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
長
期
間
所
得
を
失

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
職
業
生
活

を
送
っ
て
い
て
も
、
労
働
災
害

に
あ
っ
た
り
、
失
業
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

ま
す
と
、
私
た
ち
は
生
活
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

そ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
生
活
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
に(

防
貧
と
い
い
ま
す)

、
年

金
、
医
療
保
険
、
そ
し
て
介
護

保
険
な
ど
の
社
会
保
険
制
度
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
れ
と
と
も

に
、
貧
困
に
な
っ
た
人
を
救
済

す
る
た
め
に
（
救
貧
と
い
い
ま

す
）
生
活
保
護
に
代
表
さ
れ
る

公
的
扶
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
活
困
難
を
抱
え
て

い
る
人
を
支
援
す
る
社
会
福
祉

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
社
会
保
障
は
、
私
た

ち
の
生
活
を
支
え
て
い
る
も
の

な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
自
分
に
は
あ
ま
り

関
係
な
い
の
で
は
、
と
思
わ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
み
な
さ
ん

の
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
、
社
会

保
障
に
関
す
る
大
き
な
動
き
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
み
な
さ
ん
の
中
に

は
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に

入
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
場
合
に
は
、
市
か
ら
国
民
健

康
保
険
税
と
い
う
お
金
を
徴
収

さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
国
民
健
康
保
険
税

を
徴
収
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
み

る
と
、
国
保
に
関
し
て
は
今
年

度
も
昨
年
度
と
あ
ま
り
変
わ
り

が
な
い
よ
う
に
み
え
る
か
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
国
保

に
関
し
て
は
、
今
年
度
か
ら
大

き
な
変
化
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。

昨
年
度
ま
で
は
市
町
村
が
保
険

料(

国
民
健
康
保
険
税)

を
決
め
、

住
民
か
ら
徴
収
し
、
そ
れ
を
公

費
と
と
も
に
市
で
管
理
し
、
国

保
の
事
業
を
運
営
し
て
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
市
町
村
は
都

道
府
県
に
対
し
て
都
道
府
県
が

定
め
た
金
額(

納
付
金)

を
収
め

る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
が
市

町
村
に
対
し
て
、
国
保
が
医
療

費
を
負
担
す
る
た
め
に
必
要
な

金
額(

交
付
金)

を
支
給
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
保

険
料
に
関
し
て
も
、
都
道
府
県

が
示
し
た
モ
デ
ル
を
参
考
に
し

た
上
で
、
市
町
村
が
国
民
健
康

保
険
税
を
決
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
よ
っ
て
、
今
年
度
か

ら
は
、
都
道
府
県
が
国
保
の
運

営
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
で
す
の
で
、
市
町
村

が
現
場
で
国
保
の
業
務
を
し
て

い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が

今
年
度
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

こ
の
拙
稿
を
き
っ
か
け
に
、

『

広
報
な
よ
ろ
』に
書
い
て
あ
る

難
し
そ
う
な
文
章
や
数
字
の
理

解
に
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

名
寄
市
立
大
学
の
窓
か
ら

～
知
へ
の
誘
い
～

名
寄
市
立
大
学
の
窓
か
ら

～
知
へ
の
誘
い
～

名
寄
市
立
大
学
の
窓
か
ら

～
知
へ
の
誘
い
～

「
社
会
の
仕
組
み
と
し
て
の
社
会
保
障
」

保
健
福
祉
学
部　

社
会
福
祉
学
科　
　

准
教
授　

永
嶋　

信
二
郎

vol.71

な

が

し

ま

し

ん

じ

ろ

う

◆問い合わせ　名寄市立大学事務局総務課　　01654②4194

運
営
経
費

設
備
投
資

支　出 金　額

支出合計額

積立金

今後の大学運営のため(寄附、利子積立)

積立金合計額

金　額

名寄市立大学の平成29年度決算状況をお知らせします

運
営
経
費

設
備
投
資

収　入 金　額

収入合計額

一般財源(地方交付税･学生数)

授業料・諸納付金

入学料・受験料

その他

運営経費収入計

一般財源(地方交付税･公債費)

市債

基金等繰入

国･道支出金

設備投資収入計

13億502万1,000円

4億9,213万9,000円

6,686万6,000円

6,036万7,000円

19億2,439万3,000円

2,884万2,000円

10億6,010万円

2億6,000万円

1億168万3,000円

14億5,062万5,000円

33億7,501万8,000円

人件費

物件費･維持補修費･補助費等ほか

備品費等

運営経費支出計

設備投資費

公債費（償還金）

設備投資支出計

11億1,299万4,000円

4億9,586万5,000円

8,428万5,000円

16億9,314万4,000円

12億3,078万2,000円

1億2,698万6,000円

13億5,776万8,000円

30億5,091万2,000円

1,041万8,000円

1,041万8,000円



広報なよろ平成３０年１１月号 ２２

④職員の初任給・経験年数別平均給料月額

　　　　　　　 （Ｈ30.４.１現在）

　市職員の給与は、職務と責任に応じた給料と期末勤

勉手当や扶養手当などの諸手当から成り立っています｡

　また、国家公務員や他の地方自

治体職員、民間企業の従業員の給

与を総合的に考慮して、市議会で

議決された「職員の給与に関する

条例」に基づいて支給されます。

市・一般行政職

退職手当 （Ｈ30.４.１現在）

期末勤勉手当 （Ｈ30.４.１現在）

①職員の採用および退職に関する状況

⑤一般行政職の職務別職員数 （Ｈ30.４.１現在）

⑥職員手当の状況

①人件費の状況 （Ｈ29年度一般会計決算）

②職員給与費の状況 （Ｈ29年度一般会計決算）

１　職員の任免および職員数に関する状況

２　職員給与の状況

区　分

 一般職

 技能労務職

退職者数(Ｈ29)

12人

ー

採用者数(Ｈ30.4)

15人

ー

②部門別職員数の状況

人事行政の運営等の状況を公表します名寄市

職員数（Ａ） 

給　料

職員手当

期末勤勉手当

計（Ｂ）

378人

15億4,353万7,000円

2億4,656万2,000円

6億420万4,000円

23億9,430万3,000円

給
与
費

人口（Ｈ30.3.31）

歳出額（Ａ）

人件費（Ｂ）

人件費率（Ｂ）/（Ａ）

2万7,557人

221億4,798万7,000円

35億8,284万1,000円

16.2％

③職員の給与・年齢 （Ｈ30.４.１現在）

区　分

 一般行政職

 大学教育職

平均給料額

30万4,300円　

44万7,100円　

平均年齢

39.6歳　

50.4歳　

職　務

職員数

構成比

部・次長

16人

6.0％

課　長

59人

22.0％

係　長

82人

30.6％

係

111人

41.4％

合　計

268人

100％

区　分

初任給

10～15年未満

15～20年未満

20～25年未満

大学卒 高校卒

経
験
年
数

17万9,200円

28万7,900円

32万8,900円

36万5,400円

14万7,100円

24万100円

29万2,000円

33万800円

区　分 自己都合 推奨・定年

19.6695月分

28.0395月分

39.7575月分

47.709月分

定年前早期退職特例加算（2～45％加算）

なし（Ｈ19年度から廃止）

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度

その他加算措置

退職時特別昇給

24.586875月分

33.27075月分

47.709月分

47.709月分

支給時期 期末手当 勤勉手当

1.225月分

1.375月分

2.60月分

６月期

12月期

計　

0.90月分

0.90月分

1.80月分

その他手当 （Ｈ30.４.１現在）

特殊勤務手当 （Ｈ29年度一般会計決算）

区　分 全職種

職員全体に占める支給職員の割合

支給対象職員１人あたり平均支給額

手当の種類

代表的な手当の名称

2.10％

3,478円

10種類

危険動物駆除業務など

時間外勤務手当 （Ｈ29年度一般会計決算）

支給総額

4,962万円  

職員１人あたり平均支給額

16万1,100円

総務課職員係

　01654③2111

 （内線3325）

問い合わせ

①職員の勤務時間（標準的なもの）

②年次有給休暇の取得状況 （H29.1.1～12.31）

３　職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況

１週間の勤務時間

勤
務
時
間

の
割
り
振
り

休　日

始　業

終　業

休憩時間

週休日

38時間45分

８時45分

17時30分

12時～13時

日曜日、土曜日

国民の祝日、年末年始

（12月31日～１月５日）

総付与日数

15,846日

総取得日数

4,031日

全対象職員数

428人

平均取得日数

9.4日

支給対象

扶
養
手
当
住
居
手
当
通
勤
手
当

国の制度との違い

他に生計の途がなく、主とし

て職員の扶養を受けている者

に対して支給

借家、借間または持家に居住

し、要件を満たしている者に

対して支給

交通機関またはそれに関する

ものを使用し通勤する者に対

して支給

同じ

借家･借間：同じ

持家：8,000円

交通機関：同じ

自家用車等：20円/km

教育部門

一般会計合計 

合 計

対前年

増減数
部門 区　分

職員数(人)
主な増減事由

Ｈ29 Ｈ30

4

61

16

1

26

11 

26

70

24

239 

145

384

464

14

12

15

505

889

4

63

15

1

24

13

26

68

23

237

143

380

461

13

12

15

501

881

組織機構改編

組織機構改編

組織機構改編

組織機構改編

組織機構改編

組織機構改編

組織機構改編

▲2

1

2

▲2

2

1

2

2

4

3

1

4

8

一
般
行
政
部
門

議　会

総　務

税　務

労　働

農林水産

商　工

土　木

民　生

衛　生

　計

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病　院

水　道

下水道

その他

　計

※採用者数には、再任用職員を含みません。
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人事行政の運営等の状況を公表します

６　職員の福祉および利益の保護の状況

７　特別職の報酬等の状況

8　その他

４　職員の表彰ならびに分限および懲戒処分の状況

５　職員研修の状況（H29年度）

区　分 表　彰 期　間

分　限
・

懲　戒

永年勤続30年…４人

分限処分：休職…10人

懲戒処分：減給…１人

訓告…２人

厳重注意…２人

H28.10.２～H29.10.１

H29.４.１～H30.３.31

表　彰

研修内容 日数・回数 人　員

2日～3日×17回

1日～4日×12回

北海道市町村職員研修センター

（税務事務研修、業務改善手法研修

　など)

その他の研修

（戸籍事務従事職員研修、健康管理

　担当者研修、防災スペシャリスト

　養成研修など)

21人

12人

①一般派遣研修

③特別研修

共済制度

研修内容 日数・回数 人　員

1日×1回

　　2日×1回

　　1日×6回

　1日×6回

新規採用職員接遇研修

（圏域市町村合同研修）

新規採用職員事前研修会

（Ｈ29年度採用）

新規採用職員研修（採用１年目）

初級職員研修（採用２～３年目）

8人

20人

15人

40人

②集合研修

初任者研修

研修内容 日数・回数 人　員

2日×1回

　1日×1回

　1日×1回

退職準備型セミナー

（北海道市町村職員共済組合）

ストレスマネジメント研修

（圏域市町村合同研修）

管理者研修（新任課長職）

14人

1人

8人

上級研修

研修内容 日数・回数 人　員

2日×1回

1日×1回

1日×1回

防火管理者講習

危険物取扱者保安講習

安全運転管理者等法定講習会

6人

8人

7人

管理者研修

研修内容 日数・回数 人　員

1日×1回

2日×1回

2日×1回

1日×1回

1日×1回

1日×1回

1日×1回

1日×1回

分かりやすい文書作成研修

（圏域市町村合同研修）

政策形成中級研修

（圏域市町村合同研修）

政策法務基礎研修

（圏域市町村合同研修）

政策形成研修

（政策法務を生かした政策形成）

（外部委託）

ハラスメント防止研修（外部委託）

接遇対応～クレーム対応研修

（外部委託）

職場におけるコミュニケーション研修

（外部委託）

新任監督者研修（新任係長職）

11人

4人

1人

17人

24人

27人

16人

11人

中級研修

研修内容 日数・回数 人　員

2日×1回

1日×1回

1日×1回

1日×1回

1日×1回

1日×1回

1日×1回

1日×1回

新規例規システム操作研修

運転技術講習会

会計事務の実務研修

事故防止講習会

社会保障制度と財政について

地方創生と地域連携

地方財政対策について

（関西学院大学教授）

姉妹都市鶴岡市の食文化と取り組み

について

74人

23人

22人

30人

40人

28人

25人

22人

加入共済組合

共済組合事業

北海道市町村職員共済組合

公立学校共済組合北海道支部

短期給付（保健給付､休業給付､災害給付等）

長期給付（退職給付､障害給付､遺族給付）

福祉事業（保健･貯金･貸付･物資事業）

厚生制度 （Ｈ30年度予算）

福利厚生事業（名寄市職員

福利厚生会に委任)､北海道

市町村職員福祉協会

※詳細は福祉協会HP参照

会員数418人､会費601万2,200円､

市交付金309万3,200円

文化・健康体育・教養事業、吉凶慶

弔事業、生活資金貸付事業など

公務災害発生件数

Ｈ29年度 公務災害：４件、通勤災害：０件

　市議会議員などの特別職の報酬月額は、一般職員の場合と

は別に、市内各界の代表者によって構成される「名寄市特別

職報酬等審議会」の答申を受け、市議会の審議を経て条例で

定められています。

　Ｈ29年度において、勤務条件に関する措置の要求、不利益

処分に関する不服申立ておよび苦情処理はありません。

※月額報酬は平成26年５月13日から平成30年４月22日まで
の間、市長68万9,600円、副市長62万1,000円、教育長57
万1,900円となっています。

（A）

議　長

副議長

議　員

（B）

市　長

副市長

教育長

金　額金　額

38万4,000円

33万6,000円

31万円

86万2,000円※

69万円※

60万2,000円※

月額報酬 （Ｈ30.4.1現在）

支給時期

(A)

（B）

12月期

2.275月分

2.275月分

計6月期

2.125月分

2.125月分

4.4月分

4.4月分

期末手当 （Ｈ30.4.1現在）
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問い合わせ

　企画課男女共同参画担当(名寄庁舎３階)

　　 01654③2111(内線3309） 

　   ny-mwkyodo@city.nayoro.lg.jp

11月25日は女性に対する暴力撤廃国際日です

「女性に対する暴力をなくす運動」期間 ドメスティック･バイオレンスに関する相談窓口

　毎年11月12日から｢女性に対する暴力撤廃国際日｣

である25日までの２週間は「女性に対する暴力をな

くす運動」期間です。

　夫・パートナー・恋人からの暴力、性犯罪、売買

春、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為

など女性に対する暴力は、心身に重大な影響を与え、

女性の人権を著しく侵害する行為です。

　本来、暴力は、その対象の性別や加害者、被害者

の間柄を問わず、決して許されるものではありませ

んが、暴力の現状や男女の置かれている実態を考慮

すると、特に女性に対する暴力については早急にな

くしていく必要があります。

　期間中に限らず、日頃から暴力をなくす意識を持

ち、みんなが幸せに暮らせる社会を目指しましょう。

　Ｄ Ｖとは、配偶者や同居している恋人など、日常

を共にする相手から受ける暴力行為です。肉体的暴

力のみならず、言葉の暴力、性行為の強要、物の破

壊なども含みます。

ドメスティック･バイオレンス

相談窓口

警察相談専用電話

北海道立女性相談

援助センター

ＤＶ相談ナビ

名寄警察署相談係

所在地 電話番号

母子・父子

自立支援員

名寄市役所名寄庁舎２階

こども未来課内

01654③2111

 (内線3229)

01654③2111

 (内線3616)

01654②0110

＃9110

011-666-9955

0570-0-55210

駅前交流プラザ

｢よろーな｣２階

名寄警察署

北海道警察旭川方面本部

警察相談センター

北海道立女性相談援助

センター

内閣府男女共同参画局

名寄市

消費生活センター

ひとりで悩んでいませんか？

こんなときはご相談ください。
-家庭児童相談員-

◆発達に心配のあるお子さんや心身に障がいの

あるお子さんの悩みや療育に関すること

◆子育てや子どものしつけなどの養育に関する

こと

◆乱暴、友達とうまくいかない、落ち着きがな

いなどの行動に関すること

◆不登校、いじめなどの学校生活に関すること

◆親子、きょうだいなどの子どもにかかわる家

族関係に関すること

◆その他、子どもについて心配なこと

こども未来課こども福祉係

　　家庭児童相談員　荒木

　01654③2111(内線3228)

-母子・父子自立支援員-

◆ひとり親での生活や子ども、住宅、仕事など

の生活に関すること

◆自立するために必要な貸付や給付金に関する

こと

◆ひとり親に対する自立支援を総合的に行うた

めの各種関係機関との連携に関すること

◆配偶者や交際相手などからの暴力（ＤＶ・デ

ートＤＶ）に関すること

◆母子生活支援施設やショートステイの利用に

関すること

◆性暴力被害に関すること

こども未来課こども福祉係　

母子・父子自立支援員　本郷

　01654③2111(内線3229)

ひとりで悩んでいませんか？

こんなときはご相談ください。

あらき ほんごう
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◆ＮＴＴ東日本から光回線を借り受けた事業者の参入が増え、市内でも光回線サービスの

電話勧誘によるトラブルの相談が増えています。

◆｢今より安くなる｣と勧誘されても他のオプションサービスとセット契約だった場合、今

の料金より高くなることがあります。

◆きっぱり断る！

勧誘されてもすぐに返事をせず、契約先の事業者名、サービス名など契約内容を確認し

ましょう。内容が理解できない、必要がないと思った場合は、きっぱり断りましょう。

◆高額な違約金が請求される場合も

事例のように、別契約になるとは知らずに契約し、請求書を見て慌てて解約を申し出る

と高額な違約金を請求される場合があるので注意が必要です。

◆８日間は契約解除できます

光回線サービスの契約は「初期契約解除制度」の対象であり、契約書面を受取ってから

８日間は契約を解除することができます。

事例

アドバ

イス

契約中の大手通信事業者Ａを名乗る電話があり、｢光回線サービス

の案内。今より1,000円ほど安くなる」と勧誘された。Ａ社のプラ

ン変更だと思い手続きをしたら、別会社との契約になっていた。

(60代女性)

困ったときは消

費生活センター

に相談ください｡

電話勧誘での
光回線サービスの変更は、
よく理解してから契約！

電話勧誘での
光回線サービスの変更は、
よく理解してから契約！

電話勧誘での
光回線サービスの変更は、
よく理解してから契約！

パブリック
コメント

　

市
で
は
、
市
民
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き
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次
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素
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を
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す
。
皆
さ
ま
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ご
意
見
を
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く
だ
さ
い
。

市
民
意
見
を
募
集

名
寄
市
立
大
学
奨
学
金
給
付
条
例

（
素
案
）

◆
条
例
案
の
概
要
な
ど

市
で
は
、
奨
学
金
制
度
に
係
る
国
の
動

向
や
名
寄
市
立
大
学
学
生
の
奨
学
金
制
度

利
用
に
係
る
現
状
、
加
え
て
、
将
来
構
想

等
に
お
け
る
大
学
内
で
の
協
議
検
討
を
踏

ま
え
、
有
用
な
人
材
の
育
成
や
優
れ
た
学

生
が
経
済
的
理
由
で
修
学
を
断
念
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
さ
ら
に
は
、
今
後
の

学
生
確
保
に
も
つ
な
げ
る
も
の
と
し
て
、

名
寄
市
立
大
学
学
生
を
対
象
と
し
た
名
寄

市
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設
を

決
定
し
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
担　

当

名
寄
市
立
大
学
事
務
局
総
務
課

　
　

０
１
６
５
４
②
４
１
９
４

(

内
線
１
１
０
８)

公
表
の
方
法

◆
名
寄
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧

URL http://www.city.nayoro.lg.jp/

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
お
役
立
ち
→
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト

◆
指
定
場
所
で
の
閲
覧

①
市
役
所(

名
寄
庁
舎
、
風
連
庁
舎
、

智
恵
文
支
所)

②
図
書
館(

名
寄
本
館
・
風
連
分
館
）

③
北
国
博
物
館

④
市
立
大
学
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

⑤
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

⑥
ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

⑦
駅
前
交
流
プ
ラ
ザ｢

よ
ろ
ー
な｣

意
見
の
提
出

◆
提
出
方
法

指
定
場
所
に
備
え
付
け
の
「
意
見
提
出

用
紙｣

に
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、
持
参

ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ

ー
ル
で
提
出
。

※
｢

意
見
提
出
用
紙｣

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
提
出
期
限

11
月
８
日
(木)

◆
提
出
先

◇
持
参
・
郵
送

〒
０
９
６‐

８
６
４
１

名
寄
市
西
４
条
北
８
丁
目
１
番
地

名
寄
市
立
大
学
事
務
局

総
務
課
総
務
係

◇
フ
ァ
ッ
ク
ス

FAX
０
１
６
５
４
③
３
３
５
４

◇
電
子
メ
ー
ル

ny-public@city.nayoro.lg.jp
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今月の講師

上川北部聴覚障害者協会名寄支部(※)  

藤森　元年さん
※名寄近郊に住む聴覚障がい者の会です｡

ふ じ も り　　　　 も と と し

平成27年３月に｢名寄市みんなを結ぶ手話条例｣が施行

されました。このコーナーでは、市民の皆さまに、手

話を親しんでいただくために、毎月１つずつ、手話を

紹介します。

◆問い合わせ　社会福祉課(名寄庁舎２階)

01654③2111(内線3225)

その32「できる」

１ ２
右手の指先を、左胸にあて

てから右胸にあてます。

解説

｢大丈夫」という意味でも使われます。

誕生もち助成事業

市では１歳を迎えるお子さまに､日本一の名寄産もち米を使った｢誕生もち｣を贈呈しています。

｢誕生もち｣とは

お子さまの満１歳の誕生日を祝う行事に使うもちで､１升ほどのもちを風呂敷など

にくるんで赤ちゃんに背負わせて歩かせたりします。

｢もちのように粘り強い体と心を授かる｣｢一生食べ物に不自由しない｣｢すくすくと

成長する｣などさまざまな願いが込められています。

健やかな成長を願って健やかな成長を願って

問い合わせ　こども未来課子育て支援係(名寄庁舎２階)　  01654③2111(内線3245)

健やかな成長を願って

渡邉　心咲ちゃん

平成29年８月生まれ

わたなべ こ こ み

保護者からの
メッセージ

誕生日おめでとう！
毎日笑ったり、泣い
たり、怒ったりして
るけど、どの心咲も
大好きだよ☆これか
らもいろんな心咲を
みせてね (^^)♡
産まれてきてくれて
ありがとう！！

長谷 成咲ちゃん

平成29年６月生まれ

は　せ

保護者からの
メッセージ

お姉ちゃんたちの後

を追ってわんぱくに

動き回ってます。

いっぱい食べて、す

くすく大きくなって

ね！

な り さ
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ピヤシリスキー場
 平成30年度｢シーズン券｣｢冬休み券｣販売開始！

販売場所

①駅前交流プラザ｢よろーな｣(東１南７)

１階　観光案内窓口（９:00～17:00）

※平成31年１月31日(木)まで販売

②ピヤシリスキー場

リフト券販売所(スキー場オープンから販売)

料金

※冬休み券の利用期間は12月21日(金)～平成31年

１月20日(日)です。

お得情報（北海道シーズンネット）

ピヤシリスキー場シーズン券を購入すると、全道

22カ所のスキー場でリフト券割引などの特典を受

けることができます。

シーズン券発行にあたって

・発行には写真が必要です。

写真がない場合は発行できま

せん。

・幼児シーズン券はピヤシリス

キー場で発行します。

問い合わせ

・営業戦略課（名寄庁舎３階）

　　01654③2111(内線3344)

・名寄振興公社

　　01654②2131

区 分

大人

中学生

小学生・シニア

レディース

シーズン券

3万2,800円

2万4,200円

2万円

2万6,400円

冬休み券(※)

1万5,800円

1万2,600円

9,400円

ー

詳しくはスキー場ホームページへ▶

写真サイズ
見本

ピヤシリスキー場

11
３ 土 から

ＥＮ‐ＲＡＹホール イベント情報
ＥＮ‐ＲＡＹホール
で行われる市の自主
事業などを紹介。

■11/４sun.9:30 第61回市民文化祭 芸能発表（無料）

■11/15thu.①13:30②18:30 国際ソロプチミスト名寄認証35周年記念チャリティ映画「人生、いろどり｣（有料）

■11/17sat.18:30 第31回名寄吹奏楽団定期演奏会（一般有料、小学生以下無料）

主なイベント11月
NOVEMBER

CHECK！

※詳細はポスターやチラシなどをご覧ください。

2016年11月の演奏から２年。日本を代表するピアニスト小山

実稚恵が三度ＥＮ-ＲＡＹホールに登壇します｡小山実稚恵さ

んはＥＮ-ＲＡＹホールの特徴の一つ､最高級フルコンサート

グランドピアノ“ＳＴＥＩＮＷＡＹ＆ＳＯＮＳ”の選定をい

ただいた方で2017年には紫綬褒章を受章されている日本を代

表するピアニストです。

◆と　き 開場13:30／開演14:00

◆入場料【全席指定】

一般　     2,500円(当日3,000円)

高校生以下 1,500円(当日2,000円)

　　

　　　

※未就学児入場不可。
※託児あり｡11月12日(月)までにＥＮ-ＲＡＹホールチ
ケットセンターへ申し込みください｡(１歳以上対象､
先着10人)

※チケットは､ＥＮ-ＲＡＹホールチケットセンターほ
かで好評販売中。

11 小山実稚恵ピアノリサイタル～巡り会い織りなす日々～25
PICK UP！

ＳＵＮ

チケットに関する
問い合わせ

EN-RAYホール
チケットセンター

01654③3333

みたび こ や ま　　み 　ち 　え

ス　タ　イ　ン　ウ　ェ　イ　　　　　 　　　　サ　　ン　　ズ

演奏曲：シューマン＝リスト　献呈
シューベルト　即興曲 変イ長調 作品142-2､即興曲 変ロ長調 作品142-3

即興曲 変ホ長調 作品90-2
バッハ＝ブゾーニ　シャコンヌ
ショパン　ワルツ第10番 ロ短調 作品69-2､ソナタ第３番 ロ短調 作品58

©ＮＤ ＣＨＯＷ©ＮＤ ＣＨＯＷ
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■問い合わせ　なよろっぽい家づくりの会事務局
(ＮＰＯ法人なよろ観光まちづくり協会内)
01654⑨6711

防災機器の取り扱い〈消火器編〉

問い合わせ・申し込み先
名寄市食のモデル地域実行協議会
(農務課農政係・風連庁舎１階)
　01655③2511(内線312)
ホームページ
http://nayoro-mochigome.com/

43

名寄市はもち米生産日本一のまちです。もち米を市民の皆さまの誇りとし、子どもたちが自

慢できるふるさとづくりを進めるために｢もっと！もち米プロジェクト｣を実施しています。 名寄もっともち米

収穫の秋！第3回もち米サポーター養成塾を行いました

実際の農作業を体験して、名寄のもち米について学ぶ｢もち米サポーター養成塾｣。
実りの秋を迎えた９月29日(土)に、稲刈り体験と出荷施設の見学を行いました！

　万が一、住居内で火災が発生した場合、初期消火

の対処が明暗を分けます。そのため日頃から消火器

の取扱方法を確認しておくことが必要です。

　家庭に設置してある消火器は、適正に使うと初期

消火に威力を発揮します。しかし、赤い容器に入っ

た消火器を台所に置いてあるだけで、その使い方を

把握している人は、意外と少ないのではないでしょ

うか。

　消火器にはいくつかの種類があり、それぞれに特

徴があります。消火器の耐用年数はおおむね８年、

粉末薬剤は５年を目安に詰め替えます。容器には必

ず有効期限が表示されていますので、定期的に点検

してください。

　また､消火器には｢蓄圧式と加圧式｣｢粉末タイプと

強化液タイプ｣さらに､火災の種類に対応した｢Ａ･Ｂ

･Ｃ」区分とがあります。

圧方式について
　最近は、加圧式の消火器は保守メンテナンスの関

係からほとんど姿を消しました。

消火薬剤について
　粉末タイプは一気に炎を消しやすい反面、噴射し

たときに粉末で視界が遮られるので室内では使いづ

らく、消火した後の片づけが大変です。一方の強化

液タイプは、粉末ほど素早く消すことはできないも

のの、視界がクリアなまま消火活動を行えるので小

規模な火災に向いています。消火剤も食品原料で作

られているものが多く、消火後の片づけも粉末タイ

プに比べるとはるかに簡単です。スピードを重視す

るなら粉末タイプ、使い勝手を考えるなら強化液タ

イプを選ぶと良いでしょう。

消火器と火災の種類について
　消火器は､普通火災(Ａ)､油火災(Ｂ)､電気火災(Ｃ)

と用途区分されていますが、住宅用には、これらす

べてを網羅した｢ＡＢＣ｣が適しています。

　最近は、コンパクトなスプレータイプの

消火器も出回っています。使い方も簡単で

すので各箇所に用意しておくことも検討さ

れるといいと思います。

　　本一のもち米生産地で
　　の実際の作業を体感す
るため、手刈りではなく、
実際にコンバインに乗って
もらいました。

　　めてのコンバインにわ
　　くわくしながら乗車。
刈り取られる稲のようすが
気になります！

　　後にＪＡ道北なよろのもち米出荷施設
　　を見学。各農家で収穫したもち米がこ
こに運ばれ、製品になって全国へ旅立って
いきます。もち米が製品になるまでには、
農家の方だけでなくたくさんの方の苦労が
あること、また、どのように製品になって
いくのかを学びました。

最後となる４回目は12月に開催し､なよろもち大使にもちつきを教わります！

日 初
最
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企
画
展(

無
料)

◆
武
四
郎
が
見
た天

塩
川
の
自
然
物

　

幕
末
の
探
検
家
・
松
浦
武
四
郎

　

は
１
８
５
７
年
、
天
塩
川
を
踏

　

査
し
て
綿
密
な
記
録
を
残
し
ま

　

し
た
。
当
時
の
天
塩
川
流
域
は

　

ど
ん
な
姿
で
、
ど
ん
な
動
植
物

　

が
生
息
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う

　

か
。
こ
れ
ら
を
活
か
し
た
ア
イ

ヌ
の
人
々
の
暮
ら
し
と
と
も
に

紹
介
し
ま
す
。

◇
と　

き

11
月
３
日
(土)
～
25
日

(日)
◇
と
こ
ろ　

北
国
博
物
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ホ
ー
ル(

１
階)

◇
内　

容　

ア
イ
ヌ
と
分
け
入
っ

た
天
塩
川
／
テ
ッ
シ
・
ス
ー
ポ

ロ
／
チ
ョ
ウ
ザ
メ
／
オ
オ
ウ
バ

ユ
リ
／｢

天
塩
日
誌｣

の
世
界
な
ど

親
子
お
出
か
け
バ
ス
ツ
ア
ー

◆
と　

き　

12
月
７
日
(金)

◆
と
こ
ろ　

風
連
日
進
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆
内　

容　

も
ち
つ
き
を
行
い
ま

す
。

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
方
法　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　

11
月
22
日
(木)

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど
に
つ
い
て

　

行
事
に
参
加
さ
れ
な
く
て
も
、

施
設
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談

も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。(

電

話
・
メ
ー
ル
も
可
能)

人
形
劇
公
演

　

親
子
で
人
形
劇
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

◆
と　

き

11
月
６
日
(火)

10
時

30
分
～
11
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど

◆
講　

師　

今
野

道
裕
氏(

市
立

大
学
教
授)

◆
申
し
込
み　

必
要

幼
児
の
食
事
と
お
や
つ

　

幼
児
期
に
必
要
な
食
事
の
量
や

お
や
つ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

◆
と　

き　

11
月
８
日
(木)　

14
時

30
分
～
15
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど

◆
講　

師　

和
田

祐
佳
氏(

市
立

保
育
所
栄
養
士)

◆
申
し
込
み　

必
要

わ
く
わ
く
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

(

11
月
多
世
代
交
流)

　

音
楽
を
通
し
て
親
子
で
触
れ
合

い
ま
し
ょ
う
。

◆
と　

き

11
月
14
日
(水)

10
時

15
分
～
11
時
15
分

◆
と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
講　

師　

名
寄
教
育
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
学
ぶ
会

◆
持
ち
物　

上
靴

◆
申
込
期
限　

11
月
８
日
(木)

ふ
う
せ
ん
で
あ
そ
ぼ
う

　

親
子
で
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
と　

き　

12
月
14
日
(金)　

10
時

45
分
～
11
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど

◆
講　

師　

川
口　

昭
子
氏

◆
申
し
込
み　

必
要

◆
申
込
期
限　

11
月
30
日
(金)

親
子
で
か
ら
だ
を
動
か
そ
う

　

親
子
で
体
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体

を
整
え
ま
し
ょ
う
。

◆
と　

き　

12
月
19
日
(水)　

10
時

30
分
～
11
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど

◆
講　

師　

加
藤

千
恵
子
氏(

市

立
大
学
准
教
授
）

◆
対　

象　

０
歳
～
就
学
前
の
お

　

子
さ
ん

◆
定　

員　

親
子
15
組(

先
着)

◆
持
ち
物　

タ
オ
ル

◆
申
し
込
み　

必
要

育
児
に
つ
い
て
の
話(

講
習
会)

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
Ｉ
Ｔ

環
境
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま

す
。

◆
と　

き

11
月
15
日
(木)

10
時

　

～
11
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

さ
く
ら
保
育
園

◆
講　

師　

佐
藤　

喜
代
枝
氏

◆
申
し
込
み　

な
し

ク
リ
ス
マ
ス
製
作

　

親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作

り
ま
す
。

◆
と　

き

12
月
６
日
(木)

10
時

～
11
時
30
分

◆
と
こ
ろ　

さ
く
ら
保
育
園

◆
申
込
方
法　

保
育
園
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

期
限
ま
で
に
提
出
。

◆
申
込
期
限

11
月
22
日
(木)

こ

ん

の

み
ち
ひ
ろ

さ

と

う

き　
　

よ　
　

え

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
未
就

学
児
童
が
保
護
者
と
一
緒
に
利
用
で

き
る
施
設
で
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

｢

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど｣

（
西
２
南
９
）

　
　

０
１
６
５
４
②
５
６
８
３　

　

開
館　

午
前

９
時
～
12
時

午
後

13
時
30
分
～
16
時

　

休
館　

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

風
連
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

｢

こ
ぐ
ま｣(

風
連
町
西
町
284
・

風
連
さ
く
ら
保
育
園
内)

　

０
１
６
５
５
③
２
３
７
８

　

開
館　

遊
び
の
広
場

10
時
～　

11
時
30
分

相
談

10
時
～
15
時

　

休
館　

水
・
金
・
土
・
日
・
祝
日
・

年
末
年
始

ny-kosodatesoudan
@city.nayoro.lg.jp

　

ま
つ
う
ら

た
け
し
ろ
う

ア
イ
テ
ィ
ー

か
わ
ぐ
ち

あ　

き　

こ

わ　

だ

ゆ　

か

か

と

う

ち　

え　

こ

▲天塩日誌(原本)と野帳(複製)



広報なよろ平成３０年１１月号 ３０

　　　
　

　
　
　
　
　
　

新
着
図
書

　

毎
週
土
曜
日
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ
ー

｢

ほ
く
ほ
く
お
い
も
の
本｣

｢

は
じ
め
て
読
む
な
ら
こ
の
新

書
！｣

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

◆
金
曜
お
は
な
し
ク
ラ
ブ(

金
曜
日)

◇
と　

き

11
月
２
日
、
９
日
、

16
日　

15
時
30
分

◇
対　

象　

３
歳
以
上
～
小
学
生

◆
ペ
ン
ギ
ン
ク
ラ
ブ(

木
曜
日)

◇
と　

き

11
月
１
日
、
15
日　

10
時
30
分

◇
対　

象　

３
歳
未
満
児･

保
護
者

11
月
の
休
館
日

５
日
(月)
、
12
日
(月)
、
19
日
(月)
、

23
日
(金)
、
26
日
(月)
、
30
日
(金)

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

◆
お
は
な
し
タ
イ
ム(

木
曜
日)

◇
と　

き

11
月
１
日
、
８
日
、

15
日
、
22
日
、
29
日　

15
時

◇
対　

象　

３
歳
以
上
～
小
学
生

◆
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト(

火
曜
日)

◇
と　

き

11
月
27
日　

11
時
20

分
◇
と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
こ
ぐ
ま

◇
対　

象　

３
歳
未
満
児･

保
護
者

11
月
の
休
館
日

４
日
(日)
、
11
日
(日)
、
18
日
(日)
、

23
日
(金)
、
25
日
(日)
、
30
日
(金)

６・20日(火)

７・21日(水)

14・28日(水)

８・22日(木)

 　７日(水)

15:10～15:25 

15:35～15:50

16:00～16:20

15:10～15:25

15:35～15:50 

16:00～16:20

15:10～15:25

 

15:35～15:55

16:00～16:20

10:35～10:45

10:55～11:10

自動車文庫「やまゆり号」
11月の巡回日程

麻生公園前

ライラック公園前

はなぞの広場前

第１老人クラブ前

ハルニレ公園前

浅江島公園築山前

緑丘第１団地

ｻﾝﾋﾟﾗｰ･ﾏｰｶﾞﾚｯﾄｳﾞｨﾗ
道営住宅前

コデマリ公園前

西10南１自衛隊官舎前

市街地区(野村様宅前）

フロンティアハウス

【風連地区】

【名寄地区】

15:35～15:50 

か

と

う
　

れ

い

こ

新
成
人
に
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
へ

　

新
成
人
に
な
ら
れ
る
方
の
名
簿

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
住
民
基
本

台
帳
に
よ
り
調
査
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
次
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。(

名
寄
市
に
住
民
票
の
あ
る
方

は
、連
絡
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん)

◆
対　

象　

平
成
10
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

①
進
学
・
就
職
な
ど
で
、
名
寄
市

以
外
に
お
住
ま
い
で
、
名
寄
市

で
の
成
人
式
に
出
席
希
望
の
方

②
何
ら
か
の
事
情
で
、
名
寄
市
へ

の
転
入
届
を
さ
れ
て
い
な
い
方

◆
成
人
式
に
つ
い
て

◇
と　

き　

平
成
31
年
１
月
13
日

(日)

15
時(

受
付
は
14
時
か
ら)

◇
と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ

◇
名
寄
地
区　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

◇
風
連
地
区　

風
連
公
民
館

市
民
講
座

｢

親
子
で
キ
ラ
キ
ラ
☆

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
教
室
～
冬
編
～｣

　

親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
彩
る
ハ

ー
バ
リ
ウ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

◆
と　

き　

12
月
２
日
(日)　

10
時

　

～
12
時

◆
と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
講　

師　

加
藤　

玲
子
氏
（
花

工
房
フ
ル
ー
ル
主
宰
、
一
般
社

団
法
人
フ
ラ
ワ
ー
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
認
定
会
員)

◆
内　

容　

講
師
の
見
本
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
を

彩
る
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
作
り
ま

す
。

◆
定　

員　

先
着
20
組

◆
参
加
費　

１
５
０
０
円

◆
持
ち
物　

ハ
サ
ミ
、
ピ
ン
セ
ッ

ト
な
ど
細
長
く
つ
ま
め
る
物(

菜

箸
や
竹
ぐ
し
も
可
）

◆
申
込
期
間

11
月
８
日
(木)
～
22

日
(木)

手
打
ち
そ
ば
講
座

　

本
格
的
な
そ
ば
打
ち
と
打
ち
た

て
の
そ
ば
の
香
り
を
体
験
で
き
ま

す
。
大
み
そ
か
に
は
自
ら
打
っ
た

手
打
ち
そ
ば
で
年
越
し
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
初
め
て
の
方
も
大
歓

迎
で
す
。

◆
と　

き

12
月
８
日
(土)

９
時

30
分
～
14
時

◆
と
こ
ろ　

ふ
う
れ
ん
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
３
階　

大
会
議
室

◆
講　

師　

名
寄
地
区
手
打
ち
そ

ば
愛
好
会

◆
定　

員　

先
着
15
人

◆
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料

と
試
食
代)

◆
持
ち
物　

タ
オ
ル
、エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾

◆
申
込
期
限

12
月
７
日
(金)

15

時

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
西
13
南
４
）

　
　

０
１
６
５
４
②
２
２
１
８

FAX
０
１
６
５
４
②
２
３
５
６

nybunsen@city.nayoro.lg.jp

　

開
館　

８
時
～
22
時　

　

休
館　

月
末
・
年
末
年
始

風
連
公
民
館(

風
連
町
本
町
63
・

ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内)

　
　

０
１
６
５
５
③
２
６
２
０

FAX
０
１
６
５
５
③
２
３
２
１



Ｎａｙｏｒｏ　Ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ　２０１８．１１３１

ピリカ望遠鏡は急きょ、必要な観測が生じ

た場合に、見学・観望ができないことがあ

ります。ご了承ください。詳しくは天文台

までお問い合わせください。

○下弦
●新月
○上弦
○満月

日 日の出 日の入 月の出 月の形 月の入 日

 １日
10日
20日
30日

6:04
6:16
6:29
6:41

16:23
16:11
16:02
15:55

23:16
8:30

14:42
23:31

13:12
18:08
2:36
12:28

 1､30日
８日
15日
23日

11月の太陽・月の暦

11
月
の
利
用
案
内

◆
休
館
日　

５
日
(月)
、
12
日
(月)
、

19
日
(月)
、
26
日
(月)

◆
観
覧
料　

一
般
４
１
０
円
、
学

生
３
０
０
円
、
65
歳
以
上
２

０
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

◆
天
体
観
望

◇
月
面
が
見
え
る
日

10
日
(土)
～

25
日
(日)

◇
今
月
見
え
る
惑
星　

水
星
（
中

旬
ま
で)

、火
星
、
土
星
、
天
王

星
、
海
王
星

※

晴
れ
て
い
る
昼
間
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
星
も
あ
り
ま
す
。

◆
1.6
メ
ー
ト
ル｢

ピ
リ
カ｣

望
遠
鏡

見
学
・
観
望

◇
見
学
の
み　

１
日
(木)
～
30
日
(金)

13
時
～
16
時
頃
（
休
館
日
を
除

　

く)

◇
天
気
が
良
け
れ
ば
星
が
見
え
る
日

　

２
日
(金)
～
４
日
(日)
、
９
日
(金)
～

11
日
(日)
、
16
日
(金)
～
18
日
(日)
、

23
日
(金)
～
25
日
(日)
、
30
日
(金)

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ペルセウス座 h-χ

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
に
あ
る
２
つ

の
散
開
星
団
で
す
。
地
球
か

ら
約
７
５
０
光
年
離
れ
た
と

こ
ろ
に
あ
り
、
ど
ち
ら
も
見

か
け
の
大
き
さ
が
満
月
と
同

じ
く
ら
い
あ
る
星
団
が
２
つ

隣
り
合
っ
て
い
ま
す
。
空
の

暗
い
場
所
で
は
、
肉
眼
で
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
０
１
４
年
８
月
29
日

(

撮
影
者　

中
島

克
仁)

※

開
館
時
間
が
冬
時
間
に
な
る
た

　

め
、
20
時
の
回
を
19
時
か
ら
に

　

変
更
し
ま
す
。

※

11
月
上
旬
に
新
番
組
に
切
り
替

　

わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
天
文
台

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

秋
の
星
雲
・
星
団
観
望
会

(

観
覧
料
の
み)

　

明
る
い
星
が
少
な
い
秋
の
夜
空

で
、遠
く
の
宇
宙
を
見
ま
せ
ん
か
。

◆
と　

き　

11
月
６
日
(火)
～
11
日

(日)

17
時
30
分
～
20
時

熟
睡
プ
ラ
寝
た
リ
ウ
ム(

無
料)

　

勤
労
感
謝
の
日
限
定
！
ぐ
っ
す

り
眠
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
た

プ
ラ

寝
た

リ
ウ
ム
で
す
。

◆
と　

き　

11
月
23
日
(金)

①
13
時
／
親
子
で
プ
ラ
寝
た
リ

ウ
ム
（
最
初
に
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
行
い
ま
す
）

②
15
時
③
17
時
／
熟
睡
プ
ラ
寝

た
リ
ウ
ム

※

各
回
限
定
50
席
。各
回
約
50
分
。

※

①
の
回
は
先
着
、
②
③
の
回
は

13
時
か
ら
整
理
券
を
配
布
し
ま

　

す
。

な
よ
ろ
市
立
天
文
台
「
き
た
す
ば
る｣

(

日
進
157

道
立
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ
ー

ク
星
見
の
丘
）

０
１
６
５
４
②
３
９
５
６

FAX
０
１
６
５
４
②
０
２
６
７

kitasubaru@nayoro-star.jp

HPhttp://www.nayoro-star.jp

　

開
館　

火
～
日
・
祝
日

13
時
～
20
時

(

19
時
30
分
ま
で
に
入
館)

※

11
月
か
ら
開
館
時
間
が
冬
時
間

　
　

に
変
わ
り
ま
す

14:00

16:00

18:00

19:00

時 間

新番組②

土日祝日プログラム平日プログラム

オデッセイ

果てしなく美しい宇宙

新番組① 新番組①

新番組①新番組①

オデッセイ

果てしなく美しい宇宙

オデッセイ

果てしなく美しい宇宙

お
も
ち
つ
き
会　

◆
と　

き　

12
月
8
日
(土)

10
時

　

～
14
時(

９
時
45
分
集
合)

◆
と
こ
ろ　

児
童
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象　

幼
児
～
小
学
生

◆
定　

員　

幼
児
20
人
、
小
学
生

50
人

◆
参
加
費　

３
０
０
円

◆
申
込
方
法　

な
よ
ろ
っ
こ
11
月

号
に
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え

て
窓
口
へ
提
出
。

◆
申
込
期
間

11
月
10
日
(土)
～
16

日
(金)

ク
リ
ス
マ
ス
会　

◆
と　

き　

12
月
22
日
(土)　

13
時

30
分
～
15
時
45
分
（
13
時
15
分

　

集
合)

◆
と
こ
ろ　

児
童
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象　

市
内
小
学
生

◆
定　

員

40
人

◆
参
加
費　

３
０
０
円

◆
申
込
方
法　

な
よ
ろ
っ
こ
11
月

号
に
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え

て
窓
口
へ
提
出
。

◆
申
込
期
間

11
月
24
日
(土)
～
30

日
(金)

児
童
セ
ン
タ
ー
【
ほ
っ
と
21
】

(

西
11
北
２)

・
FAX
０
１
６
５
４
③
３
４
６
５

　

開
館　

９
時
～
21
時

※

放
課
後
児
童
の
利
用
時
間　

　

は
13
時
～
17
時

　

休
館　

日
・
祝
日
・
年
末
年
始

な
か
じ
ま
　

か
つ
ひ
と

エイチ カイ

▲昨年のようす



広報なよろ平成３０年１１月号 ３２

問 

問
い
合
わ
せ

名

名
寄
庁
舎( 　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１
）

風

風
連
庁
舎( 　

０
１
６
５
５
③
２
５
１
１
）

申
し
込
み

申

夜間窓口

暮らしのリサイクル
（10：00～16：00）

不用になった家庭用品などを紹介し

ます。お気軽にお電話ください。

※受け渡しは原則として無償で行い

ます。

　　名寄消費者協会
01654③5630

問

市長室開放事業を
開催します

　・　 企画課秘書係
　　　 ３階（内線3304）

◆対　象　市民または市民が組
織する団体やサークルなど

◆開催日時　土日祝を除いた
11月１日(木)～30日(金)
９時～17時30分の20～30分
※市長の公務を優先します。

◆懇談場所　市役所名寄庁舎や
風連庁舎の市長室など

◆懇談内容　地域活動やまちづ
くりの話、市政への要望・疑
問など
※個人的な要望・相談･苦情･
宗教に関する意見、書面に
よる要望の提出、または懇
談にふさわしくないと判断
される場合は、お断りさせ
ていただきます。

問申
名

◆と　き　11月26日(月)
17:30～19:30

◆ところ
納税窓口

　　税務課納税係　　２階
　国保窓口
　　市民課国保高齢医療係

　１階

◆ゆずります

①こども用ヘルメット(56cm～60cm)

②二つ折りテーブル

(長さ183cm×幅76.5cm×高さ74cm)

③レッグマジックサークル

(下半身を鍛える運動器具)

④ぬいぐるみ数点

(妖怪ウォッチなど)

⑤ベビーベッド

⑥ベビー布団一式

◆ゆずってください

①筋トレ器具

(レッグカール・エクステンションマシン)

②ゴルフネット

名

名

問

申

問名申 風

ス
ト
ー
マ
の
会

ス
ト
ー
マ
に
つ
い
て
、
日
常
生

活
の
工
夫
や
ケ
ア
の
方
法
な
ど
な

か
な
か
聞
け
な
い
疑
問
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
困
り
ご
と
や
体
験
談
な

ど
を
お
し
ゃ
べ
り
す
る
会
で
す
。

◆
と　

き　

11
月
２
日
(金)　

13
時

30
分
～
15
時

◆
と
こ
ろ　

市
立
総
合
病
院
２
階

和
室(

西
７
南
８)

◆
内　

容　

災
害
が
起
き
た
ら
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
情
報
交
換

し
ま
せ
ん
か
。

が
ん
患
者
サ
ロ
ン

｢

よ
り
み
ち
茶
話
会｣

　

が
ん
の
こ
と
を
気
軽
に
語
り
合

う
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
が
ん

患
者
さ
ん
・
そ
の
家
族
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
と　

き　

11
月
29
日
(木)　

13
時

30
分
～
15
時

◆
と
こ
ろ　

市
立
総
合
病
院
２
階

和
室(

西
７
南
８)

◆
内　

容　

ビ
タ
ミ
ン
剤
や
サ
プ

リ
メ
ン
ト
な
ど
、
日
頃
の
疑
問
を

薬
剤
師
に
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

働
き
世
代
・
子
育
て
世
代
の

女
性
向
け
が
ん
サ
ロ
ン

　

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
の
特
に
働
き

世
代
・
子
育
て
世
代
者
向
け
の
内

容
で
語
り
合
う
サ
ロ
ン
を
開
催
し

ま
す
。

◆
と　

き

12
月
７
日
(金)

13
時

30
分
～
15
時

◆
と
こ
ろ　

市
立
総
合
病
院
新
館

３
階
会
議
室(

西
７
南
８)

◆
内　

容　

30
代
や
40
代
、
50
代

の
働
き
世
代
・
子
育
て
世
代
だ

か
ら
こ
そ
の
情
報
交
換
を
し
ま

せ
ん
か
。

※

当
日
は
、
胡
粉
ネ
イ
ル
の
施
術

体
験
が
で
き
ま
す
。

・

　
　

市
立
総
合
病
院

　
　

地
域
医
療
連
携
室

０
１
６
５
４
③
３
１
０
１

パブリック・コメント実施結果
名寄市総合計画(第２次)中期基本計画について (素案)

　意見等の募集期間 ９月18日(火)～10月17日(水）

　意見等の提出者数・件数　　提出者数：０人／提出件数：０件(０項目)

　実施の結果　 修正なし

　問い合わせ 総務部総合政策室　　　　 01654③2111
※意見等の詳細はパブリックコメント各閲覧場所または市ホームページ(トップページ＞お役立ち＞

パブリック･コメント＞平成30年度名寄市パブリック･コメント実施結果一覧)をご覧ください。

社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険

料)

控
除
証
明
書
の
送
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税･

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
平
成
30

年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険

料
（
ご
家
族
の
負
担
す
べ
き
保
険

料
を
支
払
っ
た
場
合
も
含
む
）
が

全
額｢

社
会
保
険
料
控
除｣

の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納

付
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必

要
と
な
る
た
め
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
次
の
日
程
で
「
社
会
保
険
料

(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書｣

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続

き
に
使
用
す
る
の
で
、
こ
の
控
除

証
明
書(

ま
た
は
領
収
証
書)

を
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
送
付
日
程

◇
11
月
上
旬
送
付

１
月
１
日
～
10
月
１
日
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

◇
平
成
31
年
２
月
上
旬
送
付

10
月
２
日
～
12
月
31
日
に
国
民

　

年
金
保
険
料
を
今
年
初
め
て
納

　

付
さ
れ
た
方

　
　

市
民
課
市
民
年
金
係

　
　

１
階(

内
線
３
１
１
２)

　
　

地
域
住
民
課
市
民
係

　
　

１
階(

内
線
１
１
９)

｢

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校｣

入
校
生
募
集

　

障
が
い
が
あ
り
、
求
職
中
で
入

校
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
願
書
受
付
期
限　

11
月
20
日
(火)

※

持
参
の
場
合
、
土･

日･

祝
日
を

除
く
。

◆
選
考
日

12
月
３
日
(月)

・

　
　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

　
　

開
発
校(

砂
川
市
焼
山
60)

０
１
２
５-

52-

２
７
７
４

問
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問 

問
い
合
わ
せ

名

名
寄
庁
舎( 　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１
）

風

風
連
庁
舎( 　

０
１
６
５
５
③
２
５
１
１
）

申
し
込
み

申

年
末
調
整
事
務
の
お
知
ら
せ

◆
年
末
調
整
説
明
会

正
し
い｢

年
末
調
整｣

を
行
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
該
当
す
る
事
業
所

の
担
当
の
方
や
個
人
事
業
主(

青

色
、
白
色
申
告)

の
方
は
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

◇
と　

き

11
月
19
日
(月)

14
時

15
分(

受
け
付
け

13
時
45
分
）

◇
と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

Ｅ
Ｎ
‐
Ｒ
Ａ
Ｙ
ホ
ー
ル
（
西
13

南
４)

◇
年
末
調
整
関
係
書
類

税
務
署
か
ら
当
日
ま
で
に
各
事

業
所
、
事
業
主
の
方
へ
郵
送
さ

れ
る
の
で
、
必
ず
説
明
会
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
必
要
な
各
種

用
紙
が
不
足
す
る
場
合
、
当
日

会
場
で
お
渡
し
で
き
ま
す
が
、

説
明
会
以
降
は
次
の
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

◇
給
与
支
払
報
告
書

市
役
所(

名
寄
・
風
連
庁
舎)

で

配
布

◇
支
払
調
書

税
務
署
で
配
布(

コ
ピ
ー
可)

◇
そ
の
他
の
様
式

税
務
署
で
配
布

※｢

所
得
税
の
源
泉
徴
収
簿｣

「
扶

養
控
除
等(

異
動)

申
告
書｣｢

保

険
料
控
除
申
告
書
兼
配
偶
者
特

別
控
除
申
告
書
」
は
国
税
庁
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
で
き
ま
す
。

◆
各
種
用
紙
の
提
出
先

提
出
用
紙
は
、
次
の
と
お
り
提

出
先
が
異
な
り
ま
す
。

◇
給
与
支
払
報
告
書
・
総
括
表

市
役
所(

名
寄
・
風
連
庁
舎)

◇
合
計
表
、
支
払
調
書(

不
動
産･

報
酬
等)

、
源
泉
徴
収
票
な
ど

税
務
署

※

支
払
調
書
は
、
金
額
の
多
少
に

関
わ
ら
ず
す
べ
て
の
支
払
い
に

関
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
償
却
資
産
の
申
告

平
成
30
年
度
（
平
成
31
年
度
申

告
分
）
償
却
資
産
の
申
告
に
か

か
る
書
類
は
12
月
上
旬
に
各
事

業
所
、
事
業
主
へ
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
名
寄
・
智
恵
文
農
民
連

盟
に
加
盟
し
て
い
る
方
は
各
農

民
連
盟
を
経
由
し
て
配
布
し
、

風
連
農
民
連
盟
に
加
盟
し
て
い

る
方
は
郵
送
し
ま
す
。

◆
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

平
成
31
年
10
月
に
実
施
さ
れ
る

　

｢

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度｣

に

　

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
名
寄
税
務
署
に
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
と　

き　

11
月
19
日
(月)　

13
時

(

受
け
付
け

12
時
30
分
）

◇
と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

Ｅ
Ｎ
‐
Ｒ
Ａ
Ｙ
ホ
ー
ル
（
西
13

　

南
４)

◆
地
方
税
の
電
子
申
告
に
つ
い
て

地
方
税
の
電
子
申
告
（
e
L
T

A
X
）
と
は
、
地
方
税
ポ
ー
タ

ル
シ
ス
テ
ム
の
呼
称
で
、
地
方

税
の
申
告
お
よ
び
申
請
や
届
出

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
手
続
き

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、
市
役
所

な
ど
に
行
か
な
く
て
も
、
自
宅

や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
直
接
、
申
告

や
申
請
、
届
出
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
一
般
社
団
法

人
地
方
税
電
子
化
協
議
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
電
話
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

HPhttp://www.eltax.jp/

　
　

０
５
７
０‐

０
８
１
４
５
９

年
末
調
整
に
つ
い
て

　
　

税
務
課
市
民
税
係

　
　

２
階(

内
線
３
２
０
１
～

３
２
０
３)

　
　

地
域
住
民
課
総
務
税
務
係

　
　

１
階(

内
線
１
２
５)

償
却
資
産
に
つ
い
て

　
　

税
務
課
資
産
税
係

　
　

２
階(

内
線
３
２
０
４･

３
２
０
５･

３
２
０
９)

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て

　
　

名
寄
税
務
署
調
査
部
門

０
１
６
５
４
②
２
１
５
７

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
沿
っ

て｢

２｣

を
選
択
。

事
業
主
は
給
与
所
得
者
の

個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
で

　

所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る

事
業
主
は
、
給
与
所
得
者
（
従
業

員)

の
個
人
住
民
税(

市
民
税
・
道

民
税
）
を
給
与
か
ら
差
し
引
い
て

納
入(

給
与
天
引
き
・
特
別
徴
収)

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
法

律
や
市
条
例
に
よ
り
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

｢

特
別
徴
収｣

を
行
う
と
、
給
与

所
得
者
が
納
付
の
た
め
に
金
融
機

関
や
市
役
所
に
出
向
く
必
要
が
な

く
な
り
、
納
め
忘
れ
も
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
年
12
回
に
分
け
て

徴
収
さ
れ
る
た
め
、
年
４
回
納
付

書
で
納
め
る
よ
り
、
１
回
あ
た
り

の
負
担
額
が
少
な
く
、
生
活
設
計

も
立
て
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

｢

特
別
徴
収｣

を
実
施
し
て
い
な

い
事
業
主
は
、
次
年
度
か
ら
の
実

施
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

・

　
　

税
務
課
市
民
税
係

　
　

２
階(

内
線
３
２
０
１
～

３
２
０
３
）

名

問

申

名風 問名 問問
ク

ス

エ

ル

タ

ッ

広 告

吉川印刷株式会社
〒096-0011 名寄市西１条南６丁目７番地

　TEL01654-2-3097 / FAX01654-3-5617

信頼と技術でお客様へ満足をお届けするために

格安にて印刷承ります。格安にて印刷承ります。
例：30枚 1色刷り 1,140円

カラー　2,200円
例：30枚 1色刷り 1,140円

カラー　2,200円

平成31年年賀はがき
喪中はがき
平成31年年賀はがき
喪中はがき
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問 

問
い
合
わ
せ

名

名
寄
庁
舎( 　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１
）

風

風
連
庁
舎( 　

０
１
６
５
５
③
２
５
１
１
）

申
し
込
み

申

問

申

道
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
書
類
配
布
期
間　

11
月
６
日
(火)

　

～
23
日
(金)

※

土･

日
を
除
く
。

◆
募
集
受
付
期
間

11
月
21
日
(水)

～
23
日
(金)

◆
申
込
方
法　

収
入
の
わ
か
る
も

の(

源
泉
徴
収
票
な
ど)
と
、
印

鑑
を
持
参
し
、
Ｏ
＆
Ｒ
名
寄
建

物
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
仮
審
査
の
う
え
、

入
居
適
格
者
に
は
申
込
書
を
配

布
し
ま
す
。
必
要
書
類
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
障
が
い
が
あ
る
方
は
障
害
者
手

帳
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
入
居
時
期

１
月
初
旬
に
入
居

◆
入
居
者
の
決
定　

書
類
審
査
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
が
重
複
し
た
場
合
は

抽
選
を
行
い
ま
す
。

◆
家　

賃　

入
居
者
の
収
入
に
応

じ
た
家
賃
と
な
り
ま
す
。

◆
入
居
抽
選
会
と
仮
当
選
者
の

書
類
説
明
会

◇
と　

き

11
月
29
日
(木)

14
時

◇
と
こ
ろ

駅
前
交
流
プ
ラ
ザ｢

よ

　

ろ
ー
な｣(

東
１
南
７)

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
抽
選
と

な
り
ま
す
。

◆
募
集
住
宅

※
記
載
さ
れ
た
家
賃
は
、
収
入
に

よ
っ
て
高
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
家
賃
の
ほ
か
に
共
益
費(

共
用
部

分
の
電
気
代
、除
雪
費
な
ど)

、

ボ
イ
ラ
ー
、ガ
ス
警
報
機
の
リ
ー

ス
料
な
ど
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

※
今
回
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
単

身
者
用
の
空
き
家
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

・

　
　

Ｏ
＆
Ｒ
名
寄
建
物
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
（
西
４
南
９
大
野
ビ

ル
１
階
）

０
１
６
５
４
③
３
７
１
１

HPhttps://naioroputo.com/

publics/index/17/

第
２
回
手
厚
い
支
援
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
の
理
解
と
ケ

ア
の
研
修
会

‐

地
域
の
学
校
に
通
う
医
療
的
ケ

ア
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の

支
援‐

　

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
た
ち
が
、
安
全
で
楽
し
く
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に

必
要
な
支
援
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
く
講
演
で
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
と　

き

11
月
23
日
(金)

10
時

～
12
時
10
分

◆
と
こ
ろ　

市
立
大
学
図
書
館
大

講
義
室(

西
４
北
８)

◇
講
演
１　

｢

医
療
的
ケ
ア
を
必
要

　

と
す
る
子
ど
も
が
通
学
す
る
学

　

校
管
理
の
実
際｣

・
講　

師　

三
浦

礼
子
氏(

名
寄

市
立
名
寄
南
小
学
校
長)

◇
講
演
２

｢

学
校
で
行
う
医
療
的

ケ
ア
の
実
際｣

・
講　

師　

大
町

牧
子
氏(

名
寄

市
立
総
合
病
院
看
護
師)

◇
講
演
３　

｢

医
療
的
ケ
ア
を
受
け

　

な
が
ら
子
ど
も
が
学
校
に
通
う

　

こ
と｣

・
講　

師　

松
崎

耕
太
氏(

保
護

者
の
立
場
と
し
て)

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
方
法

FAX
ま
た
は
、
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限

11
月
21
日
(水)

　

・　

　
　

市
立
大
学
看
護
学
科

佐
々
木

０
１
６
５
４
②
４
１
９
４

FAX
０
１
６
５
４
③
３
３
５
４

sasaki-toshi@nayoro.

ac.jp

問

申

住　所 規　格 家　賃 建築 備　考階数団　地　名

ノースタウン名寄
アカマツ棟

512号 東１北６ 2LDK １戸62.2㎡
1万6,800
 ～2万5,100円

H４ 世帯向け１階

名寄マーガレット
　　ヴィラ　Ｂ棟

432号 西２南11 2LDK １戸59.3㎡
1万8,800
 ～2万8,000円

H11 ３階

名寄マーガレット
　　ヴィラ　Ａ棟

325号 西２南11 2LDK １戸63.1㎡
2万
 ～2万9,700円

H11 世帯向け

世帯向け

２階

名寄マーガレット
　　ヴィラ　Ｂ棟

412号 西２南11 2LDK １戸59.3㎡
2万100

～3万円
H11

シルバー
ハウジング
世帯向け

１階

名寄マーガレット
　　ヴィラ　Ｂ棟

411号 西２南11 2LDK １戸63.1㎡
2万1,400
 ～3万1,900円

H11 １階
シルバー
ハウジング
世帯向け

住
生
活
総
合
調
査
に
ご
協
力
を

　

国
土
交
通
省
で
は
、
12
月
１
日

に
全
国
各
地
で
「
平
成
30
年
住
生

活
総
合
調
査
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
お
住
ま
い
の
住

宅
や
そ
の
ま
わ
り
の
環
境
な
ど
に

つ
い
て
伺
う
も
の
で
、
５
年
ご
と

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
期
日

は
12
月
１
日
で
の
現
況
で
行
わ
れ
、

平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

に
回
答
さ
れ
た
世
帯
の
中
か
ら
無

作
為
に
抽
出
さ
れ
た
世
帯
に
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
方
法
で
調
査
表

が
11
月
下
旬
頃
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
住
生
活
の
安
定

や
向
上
に
係
る
総
合
的
な
施
策
を

推
進
す
る
上
で
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
調
査
機
関　

国
土
交
通
省
が
主

管
し
、
同
省
か
ら
業
務
を
委
託

さ
れ
た
民
間
事
業
者
が
実
施
し

ま
す
。

◇
調
査
実
施
業
者

ラ
ン
ド
ブ
レ
イ
ン
㈱

03-

３
２
６
３-

３
８
１
１

　

・

　
　

平
成
30
年
住
生
活

　
　

総
合
調
査
事
務
局

　
　


０
１
２
０-

４
６
７-

０
６
０

問

申

み

う

ら

れ

い

こ

お
お
ま
ち

ま

き

こ

ま
つ
ざ
き

こ

う

た



Ｎａｙｏｒｏ　Ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ　２０１８．１１３５

い
ま
だ

き
ょ
う
じ

問 

問
い
合
わ
せ

名

名
寄
庁
舎( 　

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１
）

風

風
連
庁
舎( 　

０
１
６
５
５
③
２
５
１
１
）

申
し
込
み

申

①消費生活相談
と　き　月～金曜日 9:15～16:00

②市民相談
と　き　月～金曜日 9:15～16:00

③無料法律相談
と　き　11月４日(日)11:00～

12月２日(日)11:00～
※事前予約が必要です。

④行政相談
と　き　月～金曜日 9:15～16:00

⑤結婚相談
と　き　第１金曜日17:30～19:00

その他の金曜日13:00～15:00
　ところ　名寄市消費生活センター

(駅前交流プラザ｢よろーな｣) 
① 01654②3575
②～⑤ 01654③2111(内線3616)

◆年金事務相談
と　き　11月13日(火)10:30～16:00
ところ　名寄商工会議所

(駅前交流プラザ｢よろーな｣)
※完全予約制(　0570-05-4890)

◆人権相談
と　き　月～金曜日 8:30～16:30
ところ　旭川地方法務局名寄支局

01654②2349
◆生活相談支援センター
と　き　月～金曜日 9:00～17:00
ところ　社会福祉協議会

(総合福祉センター内)
01654③9862

◆心配ごと相談
と　き　月～金曜日10:00～17:00
ところ　西條名寄店１階ここほっと

01654②3968
◆障がい者差別についての相談
と　き　月～金曜日 8:45～17:30
ところ　名寄庁舎２階

社会福祉課障がい相談支援係
01654③2111(内線3218)

◆公証相談
と　き　日～土曜日 9:00～17:00
ところ　名寄公証役場(西１南９)
※完全予約制(　01654③3131)

◆教育相談ハートダイヤル
と　き　月～金曜日 9:00～17:00
ところ　児童センター

01654③1000
0120-874-746(フリーダイヤル)

無料相談窓口

町内会に入りましょう
｢広報なよろ｣は、お住まいの
地域の町内会が町内会加入世
帯を中心に市民の皆さまへ回
覧板やポスト投函などにより
配布しています。
一人でも多くの皆さ
まが広報を手に取れ
るよう、町内会に加
入しましょう。　　
◆加入するには
お住まいの地域の町内会長、
または町内会連合会事務局へ
ご連絡ください。

　・　 町内会連合会事務局
（企画課企画調整係）

　　　 ３階（内線3311）

ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

問

名

申

◆
地
域
環
境
整
備
の
た
め

○
有
限
会
社
吉
田
工
業

(

吉
田　

和
文
代
表
取
締
役)

○
公
益
社
団
法
人
北
海
道
産
業

廃
棄
物
協
会
上
川
支
部

◆
市
道
改
善
の
た
め
に

○
藤
田　

太

◆
Ｅ
Ｎ
ー
Ｒ
Ａ
Ｙ
ホ
ー
ル
の
た
め
に

○
株
式
会
社
五
十
嵐
組

(

五
十
嵐　

正
幸
代
表
取
締
役)

○
琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル｢

ア
ル
メ
リ

ア｣

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

(

佐
藤　

勝
実
行
委
員
長)

よ

し

だ

問名

風

ふ

じ

た

か
ず
ふ
み

ふ
と
し

い

が

ら

し

ま
さ
ゆ
き

ま
さ
る

さ

と

う

自
衛
官
等
の
募
集

◆
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校

生
徒(

一
般
・
男
子)

◇
応
募
資
格　

平
成
31
年
４
月
１

日
現
在
、
中
卒(

見
込
み
含
む)

　

で
15
歳
以
上
17
歳
未
満

◇
受
付
期
間

11
月
１
日
(木)
～
平

　

成
31
年
１
月
７
日
(月)

◇
試
験
日

・
１
次　

平
成
31
年
１
月
19
日
(土)

・
２
次　

平
成
31
年
２
月
１
日
(金)

～
４
日
(月)

※

１
次
試
験
は
名
寄
会
場
、
２
次

試
験
は
旭
川
会
場
で
す
。

※

２
次
試
験
は
い
ず
れ
か
１
日
を

指
定
さ
れ
ま
す
。

◆
自
衛
官
候
補
生(

男
子･
女
子)

◇
応
募
資
格　

採
用
予
定
月
の
１

日
現
在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満

◇
受
付
期
限　

12
月
10
日
(月)

◇
試
験
日　

12
月
16
日
(日)･

17
日
(月)

※

希
望
の
い
ず
れ
か
１
日
。

※

試
験
会
場
は
旭
川
会
場
。

※

採
用
予
定
数
に
達
し
た
場
合
は

　

実
施
し
ま
せ
ん
。

　

・

　
　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　
　

名
寄
出
張
所(

西
１
南
９)

０
１
６
５
４
②
３
９
２
１

健
康
づ
く
り
体
操
教
室

◆
と　

き

11
月
１
日
(木)
、
８
日

(木)
、
15
日
(木)
、
22
日
(木)　

９
時

30
分
～
11
時
15
分

◆
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル(

西
１
南
12)

◆
対　

象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上

◆
内　

容　

ラ
ジ
オ
体
操
、
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
、
民
謡
踊
り
、
自

き
ょ
う
術

◆
持
ち
物　

上
靴

◆
申
し
込
み　

当
日
会
場
で
受
け

付
け
ま
す
。

　
　

高
齢
者
支
援
課
高
齢
福
祉
係

　
　

２
階(

内
線
３
２
３
１)

問

申

名
寄
市
立
総
合
病
院

看
護
師｢

復
職
支
援
研
修｣

　

看
護
師
の
復
職
を
希
望
さ
れ
て

い
る
方
に
、
技
術
サ
ポ
ー
ト
を
目

的
と
し
て
研
修
を
行
い
ま
す
。

※

当
院
へ
の
就
職
を
前
提
と
し
た

　

研
修
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
と　

き　

12
月
12
日
(水)

10
時

　

～
15
時

◆
内　

容

①
看
護
技
術
（
採
血･

静
脈
注
射･

　

筋
肉
注
射
）

②
施
設
見
学

③
相
談
会

④
看
護
の
動
向

◆
対　

象

看
護
師
・
准
看
護
師
の
免
許
を

所
持
し
、
現
在
仕
事
を
し
て
い

な
い
方

◆
申
込
方
法　

問
い
合
わ
せ
先
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間

11
月
１
日
(木)
～
11

月
26
日
(月)

　

・

　
　

市
立
総
合
病
院
看
護
部

０
１
６
５
４
③
３
１
０
１

問

申

市
道
冬
期
間
通
行
止
め

　

降
雪
の
季
節
を
迎
え
、
次
の
市

道
の
通
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
積
雪
が
な
く
て
も
指
定

の
期
間
は
通
行
止
め
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
風
連
池
の
上
線

◇
区　

間　

全
線

◇
期　

間

11
月
７
日
(水)
～
平
成

31
年
４
月
22
日
(月)

◆
日
進
智
東
線

◇
区　

間　

智
恵
文
（
旧
Ｊ
Ｒ
智

東
駅)

～
日
進(

智
東
橋)

◇
期　

間

11
月
15
日
(木)
～
平
成

31
年
４
月
21
日
(日)

　
　

都
市
整
備
課
管
理
係

　
　

２
階(

内
線
２
１
０)

問



広
報
誌
は
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

広
報
誌
は
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

11月市民カレンダー

名寄市の人口
平成30年９月末日現在 

Ａｉｒてっしで

市からのお知らせを放送中 

市からのお知らせやイベント

情報などを紹介しています。

◆放送

毎週月～金曜日　① 8:10

②12:30

③17:10

※災害時には防災・緊急情報

をお知らせします。

◆人口
全体　27,709人(22)

　男    13,520人(15) 
　女 　 14,189人(7)
　外国人住民登録者 118人(0)
　出生 20人(-11)
　死亡 17人(-15)
◆世帯数

全体　14,372世帯(25）
※( )は前月末比

文 …市民文化センター　ス …スポーツセンター  北 …北国博物館　児 …児童センター よ …駅前交流プラザ｢よろーな｣天 …天文台

シ …ピヤシリシャンツェ福 …総合福祉センター 健 …なよろ健康の森ピ …ピヤシリスキー場 ふ …ふうれん地域交流センター

名寄市役所
開庁時間 [平日]8:45～17:30　　01654③2111(交換)　
　 http://www.city.nayoro.lg.jp
　 nayoro＠city.nayoro.lg.jp

◆名寄庁舎／〒096-8686 北海道名寄市大通南１丁目１番地
　 01654②5644

◆風連庁舎／〒098-0507 北海道名寄市風連町西町196番地１
　 01655③2510　FAX

FAX

ＨＰ

◆発行／名寄市　◆編集／総務部企画課広報推進係
◆印刷／吉川印刷株式会社

平成30年11月１日発行 第152号

４ ６ ７５ 10

11

９８

14 15 16

18

1712 13

2322 242119 20

25 26 広報12月号
配布予定日

天
児

児

★本の読み聞かせと工作
13:30

★教育相談センター
夜間相談日
17:45～20:45

児

★教育相談センター
夜間相談日
17:45～20:45

風連陶芸センター陶芸教室
◆と　き　11/８(木)
① 9:00～12:00

②13:00～16:00

③18:00～21:00　※各15人まで

◆費　用　粘土代１㎏200円

◆持ち物　エプロンなど

◆申し込み・問い合わせ

風連陶芸センター　 01655③2743

要予約

小学生 １７時

中学生 １８時

高校生 ２１時

児童生徒補導協議会
(小中高等学校)

児童生徒の
帰宅時刻

３

★本の読み聞かせ
13:30

★本の読み聞かせ
13:30

児
★運転免許更新時講習会

優良18:00
違反19:00

ス

★夜間窓口
17:30～19:30
市役所名寄庁舎

[納税窓口]２階[国保窓口]１階

27 3029
★認知症カフェ

13:30～15:30(雪あかり館)

★秋の星雲･星団観望会
17:30～20:00(11日まで)

★市民文化祭
(４日まで)

28

文

１ ２ 文化の日

よ

★無料法律相談
11:00

★まちづくり懇談会
18:30(名寄東小)

児

★国際ソロプチミス
トチャリティ映画
①13:30②18:30

文

★まちづくり懇談会
18:30
(東風連子供と老人福祉会館)

★まちづくり懇談会
13:30
(風連日進コミュニティセンター)

勤労感謝の日

★まちづくり懇談会
18:30 福

★まちづくり懇談会
18:30

★まちづくり懇談会
18:30 ふ

★まちづくり懇談会
13:30
(智恵文多目的研修センター)

★まちづくり懇談会
18:30
(風連瑞生コミュニティセンター)

★図書館まつり
9:30(図書館本館、分館)

★風連文化祭
(３日まで) ふ

★企画展「武四郎が見
た天塩川の自然物」
(25日まで)

文

★運転免許更新時講習会
初回14:00
一般17:30 文

★運転免許更新時講習会
優良13:00
一般14:00 文

★第26回児童将棋大会
10:30 児

★熟睡プラ寝たリウム
①13:00②15:00③17:00

天

文

★名寄吹奏楽団
定期演奏会
18:30 文

★小山実稚恵
ピアノリサイタル
14:00 文

北

★年末調整説明会
14:15

文

★ジュニア育成コーチ
養成セミナー
9:30～11:30 よ

★ジュニア育成コーチ
養成セミナー
16:00～18:00

よ

なよろ
健康
まつり

地産地消
フェア
in なよろ

11
     10土
10:00▶
   12:30

＆

at市民文化センター

★権利擁護講演会
13:30～15:30

福

★ファミリー
フィットネス
19:00～20:00 文

★名寄市子ども会スポ
ーツ大会「フットサ
ル」競技
9:00

★税の書道展
(12月５日まで、イオン名
寄ショッピングセンター)

★税の書道展
(21日まで) よ

★名寄地区中学生
新人バドミントン
競技選手権大会

ス

★名寄ピヤシリスポ
ーツ少年団合同体
力テスト

ス

★高体連名寄支部
新人戦ソフトテニ
ス大会

ス

★藤花杯コート納め
バレーボール大会

ス

★第11回トータルメ
ンテナンス杯
ソフトバレーボー
ル大会 ス

★第28回ニッタク杯
卓球大会

ス
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